
4.生涯スポーツの振興

5.青少年の健全育成

6.地域文化の継承と創造

いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

1.幼児教育の充実

2.学校教育の充実

3.生涯学習の推進

第3章 実施計画進行状況報告書



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

笑顔

ＰＪ

事業費

園・学級だよりを通し

ての情報発信や、参観

日には子育ての参考に

なる講演会の機会を設

けることが出来た。

11121

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２

310102

継続

―

学校教育グループ

一般会計

これまでの成果と

今後の課題

事業費

今後の方向性

決算額

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費

―
個別計画

東藻琴幼稚園管理費

（家庭教育支援）

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）（事業費は主に職員給与費となる）

会計名称

施策事業Ｎｏ （事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング前

一般会計

暮らしづくりＰＬ

ＰＴＡ活動を通して

他の幼児の様子を知

ることで子育ての参

考にしたり、園便り

等各種文書や参観日

等を通して情報を発

信することで家庭教

育の支援が行なえ

た。

笑顔

ＰＪ

事業費

幼児期の成長・発達に合わせ、絵本や運動に親し

む機会や食育など子育て全般にかかわり積極的に

情報発信をする。

事業費 事業費

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

人づくりＰＬ

（事業費は主に職員給与費となる）

賑いづくりＰＬ

―

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

―
女満別幼稚園管理費

（家庭教育支援）

幼児の健全な育成を図るため、基本的な生活習慣

や食に関する学習会や情報発信をＰＴＡ活動や参

観日等を通して推進する。

―
個別計画

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

ローリ

ング後

11037 事業費

―

―

進行状況 これまでの効果

学校教育グループ

310101

事　　業　　名

会計名称 （事業費は主に職員給与費となる）

これまでの成果と

今後の課題

ローリ

ング後

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

①-１

事　業　概　要（３年間の概要）
（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆

3年間の事業費

前年度決算

事業費

本年度予算

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング前

これまでの効果前年度決算

決算額

予算の妥当性

進行状況

☆☆ ☆☆

事業費 継続

今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆

予算の妥当性

事業費

本年度予算

ー



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

これまでの成果と

今後の課題

日常的な声かけを通

し、相談しやすい環境

づくりをしている。い

つでも相談できる体制

はできている。

― ―

子育てにかかわる保護者を対象に幼児期の特性の

理解へつながるよう教育に関する相談対応を行

う。

笑顔

ＰＪ

子育ての悩みや不安

に対して気軽に声を

出せる信頼関係作り

を基本に進めること

で保護者から気軽に

相談ができる体制と

なっている。

事　業　概　要（３年間の概要）

11121

これまでの成果と

今後の課題施策事業Ｎｏ

個別計画

事　業　概　要（３年間の概要）

施策事業Ｎｏ

個別計画

人づくりＰＬ

暮らしづくりＰＬ

女満別幼稚園管理費

（相談事業）

東藻琴幼稚園管理費

（相談事業）

会計名称

会計名称

暮らしづくりＰＬ賑いづくりＰＬ

3年間の事業費310202

学校教育グループ

310201

人づくりＰＬ

一般会計

― ―

11037

②-１

事　　業　　名

前年度決算

☆☆

ー

事業費

笑顔

ＰＪ

3年間の事業費

②-２

学校教育グループ

賑いづくりＰＬ

―

事　　業　　名

―

事業費

本年度予算

今後の方向性

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング後

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

これまでの効果

事業費

進行状況

（事業費は主に職員給与費となる）

予算の妥当性

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆

継続

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

決算額

ローリ

ング前

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆（事業費は主に職員給与費となる）

決算額

☆☆

本年度予算前年度決算

事業費

ローリ

ング前

教育相談や情報提供、保護者同士の交流など幼児

教育センターとしての役割に努める。

（事業費は主に職員給与費となる）

進行状況 これまでの効果

今後の方向性

一般会計

予算の妥当性

ー

（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング後

（事業費は主に職員給与費となる）

継続事業費



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

前年度決算

ローリ

ング後

今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

☆☆

予算の妥当性

ー

進行状況

進行状況

継続

事業費 事業費

継続

今後の方向性

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆

これまでの効果本年度予算

（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング前

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

決算額

前年度決算 本年度予算

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

これまでの効果

310302

個別計画

学校教育グループ

人づくりＰＬ

事　業　概　要（３年間の概要）

―

東藻琴幼稚園管理費

（幼児教育事業）

学校教育グループ

―

暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費

これまでの成果と

今後の課題

―

幼稚園教育要領に基づき教育課程を編成し、生き

る力の基礎を育むため地域や学校間との連携し、

幼児期にふさわしい保育の充実を図る。

310301

幼稚園教育要領に基

づいた研修を基本

に、遊びを通して幼

児期に必要な力を育

むことができてい

る。施設の老朽化と

人員確保が課題であ

る。

施策事業Ｎｏ

女満別幼稚園管理費

（幼児教育事業）

事　　業　　名

11121

個別計画

会計名称

笑顔

ＰＪ

教育要領・研究主題を

基本に研修を実施し、

保育の充実を進め幼児

期に必要な力を育むこ

とが出来ている。人員

確保。

施策事業Ｎｏ
事　業　概　要（３年間の概要）

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

―

―

会計名称

暮らしづくりＰＬ

事業費

決算額

事業費

ローリ

ング後

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング前

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

ー事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆

☆☆

事業費

これまでの成果と

今後の課題

新幼稚園教育要領に基づき教育課程を見直しなが

ら、遊びを中心とした生活の中で様々な力の獲得

や地域との連携を軸に小学校以降の教育の基礎を

作るための教育を進める。

笑顔

ＰＪ

―

賑いづくりＰＬ

一般会計

3年間の事業費

③-１

一般会計

11037

事　　業　　名

③-２



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策④）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

ー

賑いづくりＰＬ

④-１施策事業Ｎｏ

賑いづくりＰＬ

310402

一般会計

東藻琴幼稚園管理費

（特別支援事業）

④-２

個別計画

学校教育グループ

女満別幼稚園管理費

（特別支援事業）

事　業　概　要（３年間の概要）

個別計画

これまでの成果と

今後の課題

個別教育支援計画を作成

し、園内で情報共有しな

がら保育することで成長

を促している。

課題として施設に個別の

支援を必要とする子の

ニーズに合わせた居場所

を作れないことがあげら

れる。

事　　業　　名

暮らしづくりＰＬ

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

「ともに育つ」統合保育の充実。「個別の指導計画」を

作成し特別な支援を必要とする幼児支援や保護者支援。

園内委員会や関係機関と連携を図り「個別の支援計画」

を作成し小学校への円滑な引き継ぎと教員のスキルアッ

プを進める。

― ―

人づくりＰＬ

会計名称 一般会計

笑顔

ＰＪ

（事業費は主に職員給与費となる）

継続

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

事業費

ー

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

予算の妥当性今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる） ☆☆

これまでの効果

事業費

進行状況

事業費

ローリ

ング後

本年度予算

☆☆

今後の方向性

（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング後

前年度決算

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆

進行状況

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

310401 3年間の事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

事　業　概　要（３年間の概要）
施策事業Ｎｏ

学校教育グループ

―

会計名称

事　　業　　名 これまでの成果と

今後の課題

暮らしづくりＰＬ

決算額

本年度予算

これまでの効果

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費

事業費

予算の妥当性

ローリ

ング前

☆☆

事業費

前年度決算

事業費 事業費

特別支援園内委員会を定期的に行ない必要に応じて個別

指導計画を作成し、指導の手立てを探り健やかな成長に

向ける。コーディネーターの指名、支援担当教諭の配

置、外部専門機関・保健師との連携・園内外の研修会等

参加実施。

3年間の事業費

―

個々の困り感を把握

し、園内は元より専門

機関等と連携しながら

支援を進めている。ま

た、研修会へ参加し、

スキルアップを目指し

個々の課題に向けた支

援の充実を図ってい

る。

11037

―

決算額

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費11121

―

継続

事業費

ローリ

ング前



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策⑤）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

進行状況

事業費

本年度予算 これまでの効果進行状況

予算の妥当性

事業費

今後の方向性

事業費

☆☆☆

☆☆☆

予算の妥当性

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

預かり保育を行うこと

で保護者ニーズに寄り

添って事業を進めるこ

とができている。課題

としては預かり利用者

が増えていることによ

る施設の狭さや人員の

確保がある。

今後の方向性

事業費

事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

310501 3年間の事業費

女満別幼稚園管理費

（預かり保育事業）

（事業費は主に職員給与費となる）会計名称

11121

― ―

一般会計

―

⑤-１

事　　業　　名

施策事業Ｎｏ

賑いづくりＰＬ笑顔

ＰＪ

事　業　概　要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

人づくりＰＬ

継続

〇 事業費

（事業費は主に職員給与費となる）

事　　業　　名

個別計画

これまでの成果と

今後の課題⑤-２

事業費

「教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育

活動」であるため指導計画を作成し適切な保育を

進める。地域の実情や保護者ニーズを踏まえ保護

者に寄り添った保育サービスを進める。

学校教育グループ

（事業費は主に職員給与費となる）

事　業　概　要（３年間の概要）

会計名称

本年度予算

一般会計

学校教育グループ

ローリ

ング後

ー

暮らしづくりＰＬ

―

11037

ローリ

ング後

事業費

〇

施策事業Ｎｏ

（事業費は主に職員給与費となる）

東藻琴幼稚園管理費

（預かり保育事業）

（事業費は主に職員給与費となる）

幼稚園教育時間終了後等に、就労・出産等保育の

必要性の認定を受けた幼児に、保護者と連携しな

がら幼児期にふさわしい教育課程に基づいた保育

をすすめる。

笑顔

ＰＪ

（事業費は主に職員給与費となる）

幼稚園教育課程に基づ

き、保育計画を立案し

保育を進めている。

310502 3年間の事業費

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画

事業費

事業費

事業費

これまでの効果

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆

事業費

決算額

前年度決算

事業費

ローリ

ング前

決算額

ー

（事業費は主に職員給与費となる）

ローリ

ング前

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる）

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

前年度決算

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆☆

継続

事業費



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策⑥）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 33

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 29 ～ 33

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性今後の方向性

事業費

事業費

41,226

改善

18,345

40,862

☆☆

女満別幼稚園管理費

（管理事業）

今後の方向性

【備品費471】

一般会計

個別計画

進行状況 これまでの効果

21,398

【東藻琴】建設・外構工事

維持

事業費

運営形態検討及び支援業務委託

これまでの効果

事業費

事業費 933,278事業費

【東藻琴】解体工事・外構工事

241,870

予算の妥当性

幼稚園の管理運営費

事業費

幼稚園の管理運営費

進行状況

8,995

事業費 事業費

☆☆☆☆

4,428

785,095

予算の妥当性

3年間の事業費

改善

暮らしづくりＰＬ

―

18,345

事　業　概　要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

―

ローリ

ング後

8,995

今後の方向性

事業費

→認定こども園へ

24,903

☆☆

ローリ

ング前

21,41522,430 事業費

維持

決算額

事業費

事　　業　　名

―

【備品費76】【備品費76】

幼稚園の管理運営費

ローリ

ング後

東藻琴幼稚園管理費

（管理事業）

36,872

―

認定こども園整備に向

けて施設面・運営面で

の課題整理が必要

→認定こども園へ【立木伐採100、備品費100】

施設の整備等の維持管理により、快適で安心安全

な教育環境の充実に努める。

前年度決算 これまでの効果

幼稚園施設の整備等の維持管理により、快適で安

心安全な保育教育環境の充実に努める。

事業費

☆☆

21,415

人づくりＰＬ

―

⑥-２

賑いづくりＰＬ

前年度決算

認定こども園整備に向

けて施設面・運営面で

の課題整理が必要

一般会計

これまでの成果と

今後の課題

―

事業費

幼稚園の管理運営費

事業費

幼稚園の管理運営費
→H33.9認定こども園へ

事業費

幼稚園の管理運営費
→H32.9認定こども園へ

会計名称

1103762,388

決算額

本年度予算

事　　業　　名

⑥-１

賑いづくりＰＬ

☆☆

ローリ

ング前

維持

本年度予算

310601

施策事業Ｎｏ

暮らしづくりＰＬ

事　業　概　要（３年間の概要）

本年度予算

良質かつ適切な教育及び保育の提供を行うため、

施設面の整備充実を図る。

運営形態検討及び支援業務委託
【女満別】実施設計、建設・外構工事

暮らしづくりＰＬ
ローリ

ング後

3年間の事業費

事業費

44,043

進行状況

事業費

【東藻琴】実施設計、建設・外構工事
【女満別】建設・外構工事、解体工事

事業費 38,305485,143

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

ローリ

ング前

運営形態検討及び支援業務委託
【東藻琴】実施設計
【女満別】建設工事・工事監理

―

高校・認定こども園推進室

認定こども園等整備事

業
39,446

事　　業　　名 前年度決算
事　業　概　要（３年間の概要）

―

785,095

310603

933,278

笑顔

ＰＪ ―

【東藻琴】建設工事・工事監理
【女満別】解体工事

21,367

会計名称 一般会計

認定こども園基本構想

に基づき、民節民営で

の開園に向け、施設

面、運営面での課題を

整理、検討することが

必要。

施策事業Ｎｏ

個別計画

241,870

1,960,243 647,260

これまでの成果と

今後の課題⑥-３

事業費

会計名称

継続

運営形態検討及び支援業務委託
【東藻琴】基本設計
【女満別】基本設計

学校教育グループ

笑顔

ＰＪ

52,840

個別計画

11121310602

幼稚園の管理運営費

3年間の事業費

施策事業Ｎｏ

22,430

人づくりＰＬ

18,175

笑顔

ＰＪ

学校教育グループ 44,043

事業費

決算額

【備品費100】
３歳児40人　４歳児33人　５歳児39人
計１１２名　預かり利用者　76人在籍



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

１．幼児教育の充実　（施策⑥）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 33 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 32 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

ー

70,410

事業費 59,654

今後の方向性

ー

H3２．９～
施設型給付費

事業費

これまでの効果

36,770

59,654

予算の妥当性

ー

事業費

本年度予算

ー

事業費

事業費

事業費

【嘱託職員等賃金】41,011

予算の妥当性

55,113

ー事業費

ローリ

ング後

暮らしづくりＰＬ

前年度決算

賑いづくりＰＬ

事業費

【嘱託職員等賃金】41,011

事業費

一般会計

115,938

310605 3年間の事業費 186,348

高校・認定こども園推進室 70,410 115,938

女満別地区認定こども

園管理費

会計名称
ローリ

ング後
人づくりＰＬ笑顔

ＰＪ 事業費―

高校・認定こども園推進室

会計名称

質の高い幼児期の学校教育及び保育の総合的な提

供を行う。

―

事　業　概　要（３年間の概要）

決算額

施策事業Ｎｏ

個別計画

⑥-５

施設型給付費

―

ー

事業費

ローリ

ング前

事業費

進行状況 これまでの効果

事業費

賑いづくりＰＬ

―

55,113

55,113

進行状況

事　　業　　名 これまでの成果と

今後の課題

310604

東藻琴地区認定こども

園管理費

質の高い幼児期の学校教育及び保育の総合的な提

供を行う。

ー

ローリ

ング前

ー

今後の方向性

3年間の事業費

【嘱託職員等賃金】24,699
個別計画

―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

事　業　概　要（３年間の概要）

事業費

施設型給付費

事　　業　　名

⑥-４

これまでの成果と

今後の課題

一般会計

前年度決算

施策事業Ｎｏ

決算額

本年度予算



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 2,298 事業費 2,298

2,298

320103 3年間の事業費 6,894 11005 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 2,003 事業費 2,298 継続学校教育研究会補助金

児童生徒への教育指導の実態と課題を的確に把握し、

各学校の教育活動の充実と発展並びに質の高い教育を

追求するため教職員の研究研修活動等を支援し、大空

町学校教育目標の実現に努める。

大空町学校教育研究会

の活動に対して補助し

ており、各部会ごとに

研修事業を企画実施

し、町内教職員の相互

の交流及び研究が推進

されている。個々の研

究事業の他に全体研修

事業も活発に実施した

い。

今後の方向性

2,298 事業費 2,298 事業費 2,298

学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金

2,298

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 2,298 2,298

『学校開放､旧豊住小管理除く』

施策事業Ｎｏ ①-３ 学校教育研究会補助金 学校教育研究会補助金 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11004 事業費 8,329 事業費 7,960 事業費

学校教育グループ 7,755 7,432 7,755

320102 3年間の事業費 22,942

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』

事務局費（学校教育事

務事業）

大空町教育委員会の方針に基づき学校教育及び社

会教育の具体的事業を効果的に推進するため事務

局運営体制を確立する。

大空町教育行政の効果

的な推進のため、学校

医等の委嘱、就学時検

診の実施、各種教育関

連会議等への出席、車

輌維持管理を行ってき

た。今後も継続した取

り組みが必要である。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-２ 『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』 ☆☆

ローリ

ング前

『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』 『学校開放､旧豊住小管理除く』

8,328

事業費 7,755
個別計画

― ― ― 事業費 7,755 事業費 7,432

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11001 事業費 1,475 事業費 1,475 事業費

学校教育グループ 1,475 1,475 1,475

320101 3年間の事業費 4,425

ローリ

ング前

教育委員報酬 教育委員報酬 教育委員報酬

1,475

1,475 事業費 1,475

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

☆☆

予算の妥当性

維持

個別計画
― ― ― 事業費 1,475 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

教育委員報酬 教育委員報酬

決算額 1,582 事業費 1,606 継続教育委員報酬

教育委員会委員活動による教育行政一般、学校教

育並びに社会教育の検討課題の整理方向付けを図

る。併せて研修会等に参加し研鑚を行う。

教育行政一般、学校教

育、社会教育の検討課

題の整理を行った。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

施策事業Ｎｏ ①-１ 教育委員報酬 教育委員報酬 ☆☆

これまでの効果

教育委員報酬

決算額 7,002 事業費 9,586 継続

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

29,257 事業費 28,375 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

管理費
【嘱託補助教諭２名　体育館ワックス681】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

11016 事業費 27,285 事業費 27,320 事業費

学校教育グループ 27,285 27,320 27,379

320106 3年間の事業費 81,984

ローリ

ング前

管理費
【嘱託補助教諭２名】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

27,379

事業費 27,379

女満別小学校管理費

学校教育法に従い、人間性豊かな児童の育成を目指し教

育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし

た創意ある教育活動を展開するとともに、児童が健康で

安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま

え、計画的に施設の修

繕を実施する。

今後の方向性

個別計画
〇 ― 事業費 27,285 事業費 27,320

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費
【嘱託補助教諭２名】

決算額

320105 3年間の事業費 9,000

ローリ

ング前

体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金

3,000

3,000 事業費 3,000

施策事業Ｎｏ ①-６ 管理費
【嘱託補助教諭２名】

管理費
【嘱託補助教諭２名】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

個別計画
― ― ― 事業費 3,000 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金

決算額 4,140 事業費 3,000 継続
体育文化競技会等参加

補助金

大空町立学校における体育文化活動の振興を図るた

め、各学校を代表する団体及び個人の町内外の体育競

技大会及び文化発表大会等に参加する者を支援し、児

童生徒の心身の健全な発達と情操の高揚を図る。

大空町立学校の体育及

び文化活動に対し補助

を行った。全道・全国

大会に対しても補助を

行い、体育文化活動の

活性化に繋がってい

る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

体育文化協議会等参加補助金

学校教育グループ 3,000 3,000 3,000

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11009 事業費 3,000 事業費 3,000

施策事業Ｎｏ ①-５ 体育文化協議会等参加補助金 体育文化協議会等参加補助金 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 1,645 事業費 1,645320104 3年間の事業費 4,935 11007 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,185 事業費 1,619 継続
教職員研修・厚生福祉

事業

学校保健安全法第１５条に基づき学校職員の健康

診断を行う。

教職員の健康診断や、

人間ドックを毎年行

い、健康状態のチェッ

クを行った。

今後の方向性

1,645

1,645 事業費 1,645 事業費 1,645

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

1,645

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 1,645 1,645

施策事業Ｎｏ ①-４ 教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

教職員健康診断委託料　1,121
人間ドック負担金　324

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 705 事業費

11029 事業費 705 事業費 2,642 事業費320109 3年間の事業費 4,052

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

語学指導助手　１人
【専用公用車　1,652】

語学指導助手　１人

決算額 1,164 事業費 555 継続
語学指導外国青年招致

事業

国際社会の中で、地方自治体にとっても国際化への対応

は極めて重要であり、当該事業により学校教育を通じ

て、国際交流を図るとともに語学力のレベルアップに寄

与し、また、ふるさとを愛し、平和を求め、国際社会に

生きる人を育むことを目的とする。

国際感覚の醸成と語学

力向上に寄与してい

る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

語学指導助手　１人

学校教育グループ 705 2,642 705
ローリ

ング前

語学指導助手　１人 語学指導助手　１人
【専用公用車　1,652】

語学指導助手　１人

705

2,642 事業費 705
個別計画

― ― ―

317 317

施策事業Ｎｏ ①-９ 語学指導助手　１人 語学指導助手　１人 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 317 事業費 317320108 3年間の事業費 951 11146 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 163 事業費 622 継続外国語活動推進事業

諭新学習指導要領において平成21年度の移行措置か

ら小学校高学年に外国語活動を導入してもよいとされ

たことから、町として外国語活動推進指導員を配置

し、町内各小学校の英語活動の充実を図る。

国際意識の醸成に寄与

しているが、参加者の

固定化などの対策が必

要。

今後の方向性

317

317 事業費 317 事業費 317

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

317

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ

― 事業費 15,425 事業費 16,493

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費
【嘱託補助教諭１名】

施策事業Ｎｏ ①-８ 外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

外国語活動推進事業
需用費　182
報償費　135

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11110 事業費 15,425 事業費 16,493 事業費

学校教育グループ 15,425 16,493 15,446

320107 3年間の事業費 47,364

決算額 18,089 事業費 18,440 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名　校舎ワックス】

東藻琴小学校管理費

学校教育法に従い、人間性豊かな児童の育成を目指し教

育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし

た創意ある教育活動を展開するとともに、児童が健康で

安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま

え、計画的に施設の修

繕を実施する。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-７ 管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名】

☆☆

ローリ

ング前

管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名　校舎ワックス】

管理費
【嘱託補助教諭１名】

15,446

事業費 15,446
個別計画

〇 ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

2,911

事業費 2,912 事業費 2,912

2,911

320112 3年間の事業費 10,519 11018 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『児童図書以外』　教材用消耗品2,342　教
材用備品500、楽器400､【教師用指導教科
書1,786】

『女満別小学校教材費のうち児童図書以
外』教材用消耗品2342　教材用備品500、
楽器400

『女満別小学校教材費のうち児童図書以
外』教材用消耗品2342　教材用備品500、
楽器400笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 3,182 事業費 3,280 継続
女満別小学校教材費

（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた一人一人の個性を伸ば

す教育の展開、新しい学力観に基づく特色ある教

育活動を実践する。

優先順位をつけて、計

画的に教材備品を整備

する。

今後の方向性

4,697 事業費 2,911 事業費 2,911

『児童図書以外』
教材用消耗品2,342　教材用備品500、楽
器400､【教師用指導教科書1,786】

『女満別小学校教材費のうち児童図書以
外』　教材用消耗品2342、　教材用備品
500、楽器400

『女満別小学校教材費のうち児童図書以外』
教材用消耗品2342　教材用備品500、楽器400

4,698

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 4,697

事業費 12,244 事業費 11,919

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費
【床剥離ワックス1025】

施策事業Ｎｏ ①-１２ 『児童図書以外』
チューバ・ハーモニーディレクター・モニター
スピーカー・液晶テレビ　外

『児童図書以外』　教材用消耗品2,332　教
材用備品146　楽器類860、【教師用指導
教科書178】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11023 事業費 12,244 事業費 11,919 事業費

学校教育グループ 12,244 11,919 12,940

320111 3年間の事業費 37,103

決算額 12,984 事業費 14,916 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

管理費
【体育館床コーティング379】

管理費

東藻琴中学校管理費

学校教育法により、人間性豊かな生徒の育成を目指し教

育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし

た創意ある教育活動を展開するとともに、生徒が健康で

安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま

え、計画的に施設の修

繕を実施する。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１１ 管理費 管理費 ☆☆

ローリ

ング前

管理費
【体育館床コーティング379】

管理費 管理費
【床剥離ワックス1025】

12,940

事業費 12,940
個別計画

〇 ― ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11022 事業費 26,065 事業費 25,374 事業費

学校教育グループ 25,025 24,316 25,395

320110 3年間の事業費 74,736

ローリ

ング前

管理費
【床剥離ワックス804】

管理費 管理費

25,395

24,316 事業費 25,395
個別計画

〇 ― ― 事業費 25,025 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管理費 管理費

決算額 24,500 事業費 25,706 継続女満別中学校管理費

学校教育法に従い、人間性豊かな生徒の育成を目指し教

育課程の改善を忠実に努め、地域や学校の特色を生かし

た創意ある教育活動を展開するとともに、生徒が健康で

安全な充実した学校生活を送るための環境整備を図る。

学校からの要望を踏ま

え、計画的に施設の修

繕を実施する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

管理費
【床剥離ワックス804】

施策事業Ｎｏ ①-１０ 管理費
【嘱託補助教諭１名】

管理費
【嘱託補助教諭１名】

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

4,143 事業費 3,021 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,148　教材用備品300、楽
器400

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,364　教材用備品300、楽
器400、【教師用教科書1,162】

11025 事業費 2,508 事業費 3,886 事業費

学校教育グループ 2,508 3,886 2,724

320115 3年間の事業費 9,118

ローリ

ング前

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,148　教材用備品300、楽
器400

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,364　教材用備品300、楽
器400、【教師用教科書1,162】

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,364　教材用備品300、楽
器400

2,724

事業費 2,724

女満別中学校教材費

（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた一人ひとりの個性を伸

ばす教育の展開、新しい学習観に基づく特色ある

教育活動を実践する。また、情報化社会に対応で

きる教育の推進を図る。

優先順位をつけて、計

画的に教材備品を整備

する。

今後の方向性

個別計画
― ― 事業費 2,508 事業費 3,886

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,364　教材用備品300、楽
器400

決算額

320114 3年間の事業費 2,250

ローリ

ング前

社会科副読本改訂
【34～38の５年間使用】

事業費

施策事業Ｎｏ ①-１５ 『生徒図書以外』
顕微鏡・サッカーゴール・プロジェクター・冷蔵
庫

『生徒図書以外』
教材用消耗品2,194　教材用備品320、楽
器807

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

個別計画
― ― ― 事業費 2,250 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 継続社会科副読本編集事業

新学習指導要領に基づいた一人一人の個性を伸ば

す教育の展開、新しい学力観に基づく特色ある教

育活動を実践する。

平成２８年度に小規模

改訂済み。平成３２年

度からの新学習指導要

領に向けて、平成３１

年度に改訂作業を行

う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

社会科副読本改訂
【H32～H36の5年間使用】

学校教育グループ 2,250

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11115 事業費 事業費

1,580

施策事業Ｎｏ ①-１４ ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 1,724 事業費 1,724320113 3年間の事業費 6,095 11118 事業費

☆☆

予算の妥当性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『児童図書以外』
教材用消耗品1,460　教材用備品500
【教師用指導教科書1,355】

『児童図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品500

『児童図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品500

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,845 事業費 2,055 継続
東藻琴小学校教材費

（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた一人一人の個性を伸ば

す教育の展開、新しい学力観に基づく特色ある教

育活動を実践する。

優先順位をつけて、計

画的に教材備品を整備

する。

今後の方向性

1,580

2,935 事業費 1,580 事業費 1,580

『児童図書以外』
教材用消耗品1,460　教材用備品500
【教師用指導教科書1,355】

『児童図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品500

『児童図書以外』
教材用消耗品1,474　教材用備品500

3,079

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 2,935

施策事業Ｎｏ ①-１３ 『児童図書以外』
百葉箱・顕微鏡・キーボード　外

『児童図書以外』
教材用消耗品1,533　教材用備品464
【教師用指導教科書239】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

予算の妥当性

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

維持

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 28

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 40 事業費

事業費 40 事業費 40 事業費320118 3年間の事業費 120

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

決算額 事業費 40 継続いじめ再調査実施事業

「いじめ防止対策推進法」第３０条第２項の規定

に基づく調査を実施するため、専門的知識を有す

る者の意見を聴くこととする。※平成２８年３月

に「大空町いじめ再調査委員会設置要綱」を制定

いじめ再調査委員会の

設置実績なし

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

総務グループ 40 40 40
ローリ

ング前

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

40

40 事業費 40
個別計画

― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-１８ いじめ再調査委員（専門的知識を有する方）
への報償費3０　食糧費５　傷害保険料５

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 事業費320117 3年間の事業費 事業費

☆☆

予算の妥当性

学校教育グループ

会計名称 一般会計
ローリ

ング後
笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 完了
女満別小学校開校百周

年記念事業

平成２８年に開校１００年を迎える女満別小学校

の開校百周年記念式典、記念事業等を実施する。

大空町立女満別小学校

開校１００年記を記念

し、記念事業を実施す

る。事業実施主体の記

念事業協賛会へ交付金

を交付し事業支援を

行った。

今後の方向性

事業費 事業費
個別計画

― ― ― 事業費

ローリ

ング前

― 事業費 1,484 事業費 2,480

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,502　教材用備品300

施策事業Ｎｏ ①-１７ ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11120 事業費 1,484 事業費 2,480 事業費

学校教育グループ 1,484 2,480 1,512

320116 3年間の事業費 5,476

決算額 1,838 事業費 1,289 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,488　教材用備品300

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,502､教材用備品300､【教
師用指導教科書　968】

東藻琴中学校教材費

（教材関連事業）

新学習指導要領に基づいた一人ひとりの個性を伸

ばす教育の展開、新しい学習観に基づく特色ある

教育活動を実践する。また、情報化社会に対応で

きる教育の推進を図る。

優先順位をつけて、計

画的に教材備品を整備

する。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１６ 『生徒図書以外』
顕微鏡・ミシン・ベルトディスクサンダー

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,445　教材用備品134

☆☆

ローリ

ング前

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,488　教材用備品300

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,502､教材用備品300､【教
師用指導教科書　968】

『生徒図書以外』
教材用消耗品1,502　教材用備品300

1,512

事業費 1,512
個別計画

― ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

ー



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 29 ～ 29

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 29 ～ 29

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ ①-２０ 東藻琴中学校開校七十周年記念事業交付
金

☆☆ ☆☆

東藻琴中学校開校七十

周年記念事業

平成２９年に開校７０年を迎える東藻琴中学校の

開校七十周年記念式典、記念事業等を実施する。

大空町立東藻琴中学校

開校７０年記を記念

し、記念事業を実施す

る。事業実施主体の東

藻琴中学校へ交付金を

交付し事業支援を行っ

た。

今後の方向性 予算の妥当性

決算額 300 事業費 完了 ー

会計名称 一般会計
ローリ

ング後
笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

ローリ

ング前
学校教育グループ

320120 3年間の事業費 11163 事業費 事業費 事業費

個別計画
― ― ― 事業費 事業費 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ

320119 3年間の事業費 111011 事業費 事業費 事業費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-１９ 東藻琴小学校開校百十周年記念事業交付
金

☆☆ ☆☆

東藻琴小学校開校百十

周年記念事業

平成２9年に開校１1０年を迎える東藻琴小学校の

開校百十周年記念式典、記念事業等を実施する。

大空町立東藻琴小学校

開校１１０年記を記念

し、記念事業を実施す

る。事業実施主体の記

念事業協賛会へ交付金

を交付し事業支援を

行った。

今後の方向性 予算の妥当性

決算額 400 事業費 完了 ―

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算

暮らしづくりＰＬ

本年度予算 進行状況 これまでの効果

事業費



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

4,291 事業費 4,556 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

111028 事業費 4,318 事業費 4,318 事業費

学校教育グループ 4,556 4,556 4,556

320203 3年間の事業費 13,668

ローリ

ング前

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

4,318

事業費 4,556

学校教育振興事業（学校

図書館司書配置事業）

児童・生徒の読書意欲の向上や読書週間の定着を

目指した学校図書館の充実を図る。

図書館司書の巡回によ

り、学校図書館の環境

整備及び児童生徒の読

書活動が推進されてい

る。

今後の方向性

個別計画
― ― 事業費 4,556 事業費 4,556

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

決算額

320202 3年間の事業費 750

ローリ

ング前

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

250

250 事業費 250

施策事業Ｎｏ ②-３ 『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

『学校振興事業のうち図書館司書分』
学校図書館司書配置　１名
配置委託料　4,318

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

個別計画
― ― ― 事業費 250 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

決算額 327 事業費 250 継続
東藻琴小学校教材費

（児童図書事業）

児童の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指し

た学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る

ため、引き続き事業を

実施する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

学校教育グループ 250 250 250

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11118 事業費 250 事業費 250

施策事業Ｎｏ ②-２ 『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　327

『東藻琴小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　250

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 330 事業費 330320201 3年間の事業費 990 11018 事業費

330

330 事業費 330 事業費 330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

330

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 330 330

施策事業Ｎｏ ②-１ 『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　327

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

『女満別小学校教材費のうち児童図書』
児童図書　330

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 327 事業費 330 継続
女満別小学校教材費

（児童図書事業）

児童の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指し

た学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る

ため、引き続き事業を

実施する。

今後の方向性

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

290

事業費 290 事業費 290320205 3年間の事業費 870 11120 事業費

学校教育グループ

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 275 事業費 290 継続
東藻琴中学校教材費

（生徒図書事業）

生徒の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指し

た学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る

ため、引き続き事業を

実施する。

今後の方向性

290

290 事業費 290 事業費 290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

290

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
290

― 事業費 340 事業費 340

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

施策事業Ｎｏ ②-５ 『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　275

『東藻琴中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　290

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11025 事業費 340 事業費 340 事業費

学校教育グループ 340 340 340

320204 3年間の事業費 1,020

決算額 393 事業費 300 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

女満別中学校教材費

（生徒図書事業）

生徒の読書意欲の向上や読書週間の定着を目指し

た学校図書館の充実を図る。

図書環境の充実を図る

ため、引き続き事業を

実施する。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ②-４ 『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　393

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　300

☆☆

ローリ

ング前

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

『女満別中学校教材費のうち生徒図書』
生徒図書　340

340

事業費 340
個別計画

― ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 5,897 事業費 5,897320301 3年間の事業費 18,339 111028 事業費

6,113

6,113 事業費 6,113 事業費 6,113

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

5,897

個別計画
― ― 〇 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 6,113 6,113

施策事業Ｎｏ ③-１ 『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞

『図書館司書及び特別支援コーディネーター
以外の分』地域コーディネーター１人､公立学
校支援､学校芸術文化鑑賞笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 5,039 事業費 6,054 継続
学校教育振興事業（地域

コーディネーター事業）

学校における教育活動を支援する為、地域コーディ

ネーター１名を配置し、地域と学校の連携調整を図る

とともに、地域住民の学校支援ボランティアなどへの

参加をコーディネートし、学校応援団的役割を担う。

ファームスクールや各

種課外授業などで教員

の負担が軽減されてい

る。

今後の方向性

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策④）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

予算の妥当性

維持

―

38 事業費 69 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

11108 事業費 69 事業費 69 事業費

給食センター 69 69 69

320403 3年間の事業費 207

ローリ

ング前

運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会２回

69

事業費 69

学校給食運営委員報酬

学校給食センターが児童生徒に安全で安心な学校

給食を提供できるようその円滑な運営を図るた

め、問題点、改善点等の提言を行う。

給食費改定の検討のほ

か放射線対応や異物混

入、アレルギー対策な

ど前向きに検討してい

る。

今後の方向性

個別計画
― ― 事業費 69 事業費 69

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

運営委員６名
委員会２回

決算額

320402 3年間の事業費 117,000

ローリ

ング前

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【シャッター修繕1,500】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【屋根修繕6,000】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
※【真空冷却機2,700】

33,664

37,295 事業費 36,655

施策事業Ｎｏ ④-３ 運営委員６名
委員会２回

運営委員６名
委員会3回

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

個別計画
― ― ― 事業費 43,050 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回 ふるさと給食月１回　幼稚園月１回

決算額 38,950 事業費 39,411 継続
東藻琴学校給食セン

ター管理運営費

食習慣の形成並びに明るい社交性と良き人間関係

を育成することをねらいとする教育活動の一環と

して実施するものである。

施設は、平成8年2月に

完成し供用開始してい

るが、建物及び調理機

器等設備の老朽化が進

んでおり、一般的な耐

用年数を超過して使用

している設備・機器も

あることから計画的な

更新が必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【給食センター屋根塗装工事6,000】

給食センター 43,050 37,295 36,655

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11123 事業費 35,536 事業費 34,246

施策事業Ｎｏ ④-２ ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【真空冷却機4,300】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
【食品脱水機４00】【エアコン設置工事
1296】

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 71,877 事業費 73,464320401 3年間の事業費 233,390 11107 事業費

76,307

80,195 事業費 76,888 事業費 76,307

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､洗米器968､
炊飯器1,496】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食【プロパン蒸発器保守292】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､脱水機405､消毒保
管庫948】

74,515

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
給食センター 80,195 76,888

施策事業Ｎｏ ④-１ ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､給食車車庫給
排水工事1,124、洗濯機266】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食　【磁器食器150､脱水機1,890､
炊飯器2,204】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食【プロパン蒸発器保守292、洗米
器968】

ふるさと給食月１回　幼稚園月１回
保育所副食
【磁器食器150】笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 72,258 事業費 77,130 継続
女満別学校給食セン

ター管理運営費

児童生徒が食事をともにすることにより、学校生活を豊

かにし、良き食習慣や好ましい人間関係の育成等に役立

て、また健康の面においても調和のとれた心身ともに健

全な人間の育成をめざす。

施設は、平成23年1月に

完成しているが、調理

機器については旧施設

から移設したものもあ

り、既に部品の製造が

されていない物も出て

きている状況にあり、

保守点検及び計画的な

設備の更新が必要であ

る。

今後の方向性

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策④）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑤）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

☆☆

予算の妥当性

維持

事業費 1,474 事業費 1,474320501 3年間の事業費 8,811 111028 事業費

2,937

2,937 事業費 2,937 事業費 2,937

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

1,474

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 2,937 2,937

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 『学校教育振興事業のうち特別支援コーディ
ネーター分』
特別支援コーディネーター１名

『学校教育振興事業のうち教育相談員分』
教育相談員1名

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『学校教育振興事業のうち教育相談員分』
教育相談員1名

『学校教育振興事業のうち教育相談員分』
教育相談員1名

『学校教育振興事業のうち教育相談員分』
教育相談員1名

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,535 事業費 2,937 継続

学校教育振興事業（特別

支援コーディネーター事

業）

町内の保育園、幼稚園、小・中・高等学校に在籍するす

べての子どもたちの健やかな成長・発達のため、教育相

談員を１名配置し、教育上の支援や援助を要する者に対

して支援を行い、福祉の向上と教育の充実を図る。

不登校等の問題に教育

相談員が的確に対応し

ており、支援の充実が

図られている。

今後の方向性

― 事業費 27,618 事業費 27,206

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

学校給食費の補助

事業費 28,620 事業費 28,051 事業費

学校教育グループ 27,618 27,206 27,673

320404 3年間の事業費 82,497

決算額 27,255 事業費 27,146 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

学校給食費の補助 学校給食費の補助

学校給食費補助金

安心して子どもを産み育てやすい環境づくりへの

寄与及び食育活動の推進を目的として、学校給食

費負担金相当額について補助金を交付する。

子育て世代の経済負担

の軽減に寄与してい

る。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ④-４ 学校給食費の補助 学校給食費の補助 ☆☆

ローリ

ング前

学校給食費の補助 学校給食費の補助 学校給食費の補助

28,415

事業費 27,673
個別計画

― ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑦）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 29

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 29 ～ 30

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 29 ～ 30

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

―

予算の妥当性

維持

― ―

10,746 事業費 346,662 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

工事監理 5,430
大規模改修工事 350,000

事業費 355,430 事業費 事業費

学校教育グループ 331,730

320703 3年間の事業費 331,730

ローリ

ング前

工事監理5,430
大規模改修工事350,000

事業費

女満別中学校大規模改

修事業

大規模な改修を行うことで、生徒が安心して学校

生活を過ごすことができる快適な教育環境を提供

する。

老朽化の激しい校舎の

回収を行い、学校生活

環境の向上を図る。当

初の計画より前倒しで

着手した。

今後の方向性

個別計画
― 事業費 331,730 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額

320702 3年間の事業費

ローリ

ング前

事業費

施策事業Ｎｏ ⑦-３ 実施設計 10,746 【Ｈ29繰越明許費】
工事監理 8,730
大規模改修工事 337,932

☆☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

☆☆

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 58,525 事業費 64,802 完了
学校教育用コンピュー

タ更新事業

導入後相当年数経過しているため、十分な教育的

効果が得られるよう更新を行い、教育水準の向上

に資する。

中学校の学校教育用端

末・校務用端末等の更

新及びタブレット端末

の新規導入を行った。

平成３０年度は、小学

校の端末等について更

新を行う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

学校教育グループ

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

事業費 事業費

施策事業Ｎｏ ⑦-２ 【学校教育用・校務用端末】女中16,786､東
中13,410　【タブレット】女中4,759､東中
3,571　【環境構築委託】19,999

【学校教育用・校務用端末】女小21,549､東
小13,329　【タブレット】女小5,776､東小
3,367　【環境構築委託】13,994

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 事業費320701 3年間の事業費 111100 事業費

☆☆

予算の妥当性

事業費 事業費
個別計画

― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ

予算の妥当性

―

施策事業Ｎｏ ⑦-１ ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後
笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 完了
東藻琴小学校大規模改

修事業

大規模な改修を行うことで、児童が安心して学校

生活を過ごすことができる快適な教育環境を提供

する。

老朽化した校舎の大規

模改修を行い、教育環

境の整備が図られた。

今後の方向性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑦）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 30

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑧）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

予算の妥当性

―

事業費 事業費320801 3年間の事業費 11004 事業費

施策事業Ｎｏ ⑧-１ 大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

平成29年度で事業完了 ☆☆

事業費 事業費

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

大空町の高等学校教育を考える協議会

（事業費は主に職員給与費となる）

個別計画

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後
笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 完了

事務局費（大空町の高等

学校教育を考える協議

会）

町内の中学校・高校のPTA等で構成する『大空町の

高等学校教育を考える協議会』において、今後の

高等学校教育の在り方を検討する

平成18年度から協議を

行ってきたが、平成29

年3月に町内両両高校を

発展的に統合させる方

針を定め、施策の目的

は達成したため、事業

完了とする。

今後の方向性

☆☆

予算の妥当性

―

― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ

― ― 事業費 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 事業費 事業費

学校教育グループ

320704 3年間の事業費

決算額 230,455 事業費 31,460 完了

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

東藻琴小学校体育館整

備事業

老朽化した体育館の新増築を行うことで、生徒が

安心して学校生活を過ごすことができる快適な教

育環境を提供する。

老朽化した体育館の新

増築を行い、教育環境

の整備が図られた。

平成３０年度は旧体育

館の解体工事を実施す

る。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑦-４ 工事監理 10,692　体育館建設 219,481
建築確認申請 282

旧体育館解体・外構工事 ☆☆

ローリ

ング前

事業費
個別計画

―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑨）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

☆☆

予算の妥当性

維持

― ― ― 事業費 22,648 事業費 23,322

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

平成33年の新設校設置により東藻琴高校は
平成32年に閉校となるため、【新しい高校管
理費】へ事業替えをする。

施策事業Ｎｏ ⑨-３ 東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

11031 事業費 22,314 事業費 事業費

東藻琴高等学校 22,648 23,322

320903 3年間の事業費 45,970

ローリ

ング前

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

事業費

東藻琴高等学校の校舎

維持管理を行った。

今後の方向性

個別計画

21,896 事業費 22,904 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】
【ＰＣ19,280】→査定で0

東藻琴高校運営管理費
【臨時職員１人】

東藻琴高等学校管理費

北海道東藻琴高等学校の校舎等施設の維持管理及

び学校経営に寄与する。

個別計画
〇 ― ― 事業費 2,108 事業費

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11033 事業費 2,250 事業費

決算額

320902 3年間の事業費 4,441

ローリ

ング前

国内研修補助金　農業クラブ補助金

2,333 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

国内研修補助金　農業クラブ補助金   食品
衛生責任者資格取得補助金　　危険物取
扱者資格取得補助金

平成33年の新設校設置により東藻琴高校は
平成32年に閉校となるため、当該補助金は
【新しい高校教育振興補助金】へ統合

決算額 1,837 事業費 2,333 継続
東藻琴高等学校教育振

興補助金

北海道東藻琴高等学校教育振興会に対する補助金

の交付を行い同会活動に寄与する。

研修見学旅行にかかる3

分の１補助及び農業ク

ラブへの補助。平成30

年度から食品衛生責任

者資格及び危険物取扱

者資格取得の補助を

行っている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

国内研修補助金　農業クラブ補助金
危険物取扱者資格取得補助金

東藻琴高等学校 2,108 2,333

維持

施策事業Ｎｏ ⑨-２ 国内研修補助金　農業クラブ補助金 国内研修補助金　農業クラブ補助金   食品
衛生責任者資格取得補助金　　危険物取
扱者資格取得補助金

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 事業費320901 3年間の事業費 8,000 11010 事業費

☆☆

予算の妥当性

4,000 事業費 4,000 事業費

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム550､教
育環境900､部活1,380､広報350､進路320､存続
ＰＲ500)

4,000

個別計画
〇 ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 4,000 4,000

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑨-１ 女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

女高振興協議会補助金4,000(女高タイム
550､教育環境900､部活1,380､広報350､
進路320､存続ＰＲ500)

平成33年の新設校設置により女満別高校は
平成32年に閉校となるため、当該補助金は
【新しい高校教育振興補助金】へ統合する。笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 4,000 事業費 4,000 継続
女満別高等学校振興協

議会補助金

女満別高等学校教育が時代の発展に対応した教育環境を

充実させ、多様化する社会情報の提供、体験学習の充

実、心身の健全育成のため各部活動等の充実を図り、近

未来の地域を担う人材育成のため学校教育活動の一部援

助する。

女満別高校の教育活動

や部活動の充実、生徒

募集に一定の効果を及

ぼし、平成33年度の新

設校設置までは、引き

続き補助が必要と思わ

れる。

今後の方向性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑨）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 教育委員会 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

維持

維持

☆☆

予算の妥当性

事業費

維持

☆☆

予算の妥当性

111029 事業費 3,640 事業費 1,840 事業費320906 3年間の事業費 7,320

決算額 1,429 事業費 3,640 継続
高等学校制服購入補助

金

生徒募集に効果を及ぼ

している施策であり、

今後も継続的に助成す

る必要がある

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

生徒数　80名（女高校・東高校）

この補助金は翌年度の生徒用

学校教育グループ 3,640 1,840 1,840
ローリ

ング前

生徒数　80名（女高校・東高校） 生徒数　80名（女高校・東高校） 生徒数　40名
補助金額　1,840

1,840

1,840 事業費 1,840
個別計画

― ― ― 事業費 3,640 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

生徒数　40名
補助金額　1,840
※　新設校設置に伴い2間口から1間口へ

生徒数　40名
補助金額　1,840

9,726

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
東藻琴高等学校 11,116 11,976

施策事業Ｎｏ ⑨-６ 女満別高18件 785
東藻琴高14件 644

生徒数　80名（女高校・東高校） ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 11,447 事業費 10,939320905 3年間の事業費 23,092 11036 事業費

町内の高校に通学する生徒の制服購入へ助成を行

うもの。

☆☆

予算の妥当性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

寮生12人　寮監１人
調理委託料3,186

寮生15人　寮監１人
調理委託料3,215

平成33年の新設校設置により東藻琴高校は
平成32年に閉校となるため、【新しい高校寄
宿舎管理費】へ事業替えをする。笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 10,186 事業費 12,292 継続
東藻琴高等学校寄宿舎

管理費

寄宿舎(緑友寮)の維持管理により入寮者の生活環

境改善に寄与する。

遠方の生徒を寄宿させ

ることにより、生徒数

の維持ができた。

今後の方向性

11,116 事業費 11,976 事業費

20,163 事業費

寮生　４人　寮監１人
調理委託料2,856

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

寮生　４人　寮監１人
調理委託料2,856

寮生　４人　寮監１人
調理委託料3,556

平成33年の新設校設置により東藻琴高校は
平成32年に閉校となるため、【新しい高校実
習費】へ事業替えをする。

施策事業Ｎｏ ⑨-５ 寮生　10人　寮監１人
調理委託料2,764

寮生　16人　寮監１人
調理委託料3,157

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11035 事業費 22,422 事業費 事業費

東藻琴高等学校 20,163 20,301

320904 3年間の事業費 40,464

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

決算額 18,803 事業費 25,471 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

東藻琴高等学校実習費

（実習関連事業）

花木・野菜の栽培、肉・農産加工製品等農業実習

生産物の製造と関連する施設の維持管理に寄与す

る。

東高マルシェ及びヤ

フーネット販売及びふ

るさと納税にて商品の

販売を行い、広く高校

をアピールできた。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑨-４ 実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

☆☆

ローリ

ング前

個別計画
― ― ― 事業費 20,301

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑨）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 32

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 33 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

―

維持

予算の妥当性

維持

事業費 6,256 事業費 6,256

5,258

320909 3年間の事業費 5,258 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

旧女校分3,150（女校タイム550　教育環境
900　部活1,380　進路320）
旧東高分2,108笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 ―
新しい高校教育振興補

助金

平成33年度の新設校設置に伴い、これまでの両高

校の教育振興補助金を踏まえ、【女満別高等学校

振興協議会補助金】・【東藻琴高等学校教育振興

補助金】を統合させ、引き続き教育振興を図る。

今後の方向性

事業費 事業費 5,258

総合的学習タイム550　教育環境900
部活等2,050　国内研修補助金1,402
農業クラブ補助金250

総合的学習タイム550　教育環境900
部活等2,050　国内研修補助金1,402
農業クラブ補助金250

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
高校・認定こども園推進室

事業費 18,981 事業費 19,004

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

平成33年の新設校設置により女満別高校は
平成32年に閉校となるため、【新しい高校寄
宿舎管理費】へ事業替えをする。

施策事業Ｎｏ ⑨-９ ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

111033 事業費 18,981 事業費 19,004 事業費

学校教育グループ 18,981 19,004

320908 3年間の事業費 37,985

予算の妥当性

決算額 12,980 事業費 17,381 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

女満別高等学校生徒寄

宿舎管理費

通学に困難な事情のある生徒が女満別高等学校へ

進学する機会を確保し、大空町の高等学校教育の

充実及び発展を図る。

入寮者が年々減少して

いる。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑨-８ 入寮者　10人
寄宿舎業務委託料　6,629
賄材料費　3,277

入寮者　12人
寄宿舎業務委託料　7,290
賄材料費　6,693

☆☆

ローリ

ング前

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

入寮者　18人
寄宿舎業務委託料　6,634
賄材料費　9,266

19,004

事業費
個別計画

― ― ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

111030 事業費 280 事業費 280 事業費

学校教育グループ 280 280 280

320907 3年間の事業費 840

ローリ

ング前

補助金額　280 補助金額　280 補助金額　280

280

280 事業費 280

☆☆

個別計画
― ― ― 事業費 280 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

補助金額　280（＠140×2件） 補助金額　280（＠140×2件）

決算額 190 事業費 280 継続
高等学校生徒寄宿舎受

入補助金

大空町内の高等学校の生徒であって、自宅が大空

町外にある生徒の寄宿を受け入れている者に補助

金を交付することにより、寄宿受入者の経済的な

負担の軽減を図り、寄宿受入者の確保に寄与

土・日曜日の寮生を受

け入れてもらってお

り、受入者の経済的負

担の軽減が図られてい

る

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

補助金額　280（＠140×2件）

施策事業Ｎｏ ⑨-７ 補助金額　190 補助金額　280（＠140×2件） ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

☆☆

予算の妥当性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑨）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 33 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 33 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 30 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

予算の妥当性

―

☆☆

予算の妥当性

拡充

事業費 事業費 事業費320912 3年間の事業費 23,123

個別計画
― ― ― 事業費 8,155 事業費 8,166

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高校魅力化プロジェクト

決算額 事業費 7,319 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

高校魅力化プロジェクト
新しい高校準備委員会

高校魅力化プロジェクト
新しい高校準備委員会

新しい高校づくり事業

平成33年度開校をめざし、新しい高校づくりに関

する準備や魅力化検討を行う

高校魅力化プロジェク

ト検討委員会及び新し

い高校づくり推進委員

会を 立ち上げ、新しい

高校づくりを具体的に

スタートさせた。

今後、諸々の検討課題

やスケジュールを精査

し、新しい高校づくり

を推進する。

今後の方向性

高校・認定こども園推進室 8,155 8,166 6,802
ローリ

ング前

事業費 6,802

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

新しい高校農業実習費用（東高ベース）
実習費用『マルシェ店舗借上75除く』
花木・野菜栽培、肉・農産加工製品等製造

施策事業Ｎｏ ⑨-１２ 高校魅力化プロジェクト ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

事業費 事業費 18,419 事業費

高校・認定こども園推進室 20,268

320911 3年間の事業費 20,268

決算額 事業費 ―新しい高校実習費

平成33年度以降の【東藻琴高等学校実習費】を当

該事業に事業替えするもの。花木・野菜の栽培、

肉・農産加工製品等農業実習生産物の製造と関連

する施設の維持管理に寄与する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

施策事業Ｎｏ ⑨-１１ ―

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

ローリ

ング前

新しい高校農業実習費用 新しい高校農業実習費用

18,419

事業費 20,268

事業費 105,809 事業費 105,809

174,491

320910 3年間の事業費 174,491 事業費

事業費 事業費 174,491

教職員人件費　91,910　教科活動　1,774
教科外活動　2,200　維持運営費　5,834
校舎管理費　1,400　臨時事務職　3,411

教職員人件費　91,910　教科活動　1,774
教科外活動　2,200　維持運営費　5,834
校舎管理費　1,400　臨時事務職　3,411

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

教職員人件費　139,050
臨時職員　2,936
校舎等管理委託　8,084笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 ―新しい高校管理運営費

平成33年度の新設校設置に伴い、平成33年度以降

の【東藻琴高等学校管理費】事業を当該事業に事

業替えするもの。新設校は東藻琴校舎及び女満別

校舎を使用して管理運営を行う予定としている

今後の方向性

―

予算の妥当性

―

施策事業Ｎｏ ⑨-１０ ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑨）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 33 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 31 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑨-１３ ― ―

新しい高校寄宿舎管理

費

平成33年度の新設校設置に伴い平成33年度以降の

【東藻琴高等学校寄宿舎管理費】と【女満別高等

学校生徒寄宿舎管理費】を統合するもの。

今後の方向性 予算の妥当性

決算額 事業費 ― ―

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

【東藻琴11,976千円　寮生15人寮監1人
調理委託3,215】　【女満別19,004千円　寮
生18人　委託料6,634】笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費 事業費 事業費 30,980

ローリ

ング前
高校・認定こども園推進室 30,980

320913 3年間の事業費 30,980 事業費 事業費 事業費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑨-１４ ― ―

公設塾運営事業

新しい高校と相互連携し、個々の生徒に応じた学

習カリキュラムによって学力向上を図る。また、

地元住民とともに地域の課題を発見し、解決する

ことによるキャリア教育を実践。

今後の方向性 予算の妥当性

決算額 事業費 ― ―

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

地域おこし協力隊賃金　７，３８６
活動支援委託　３，７４８

地域おこし協力隊賃金　７，３８６
活動支援委託　３，７４８

地域おこし協力隊賃金　７，３８６
活動支援委託　３，７４８

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費 16,199 事業費 15,475 事業費 15,565

ローリ

ング前
高校・認定こども園推進室 16,199 15,475 15,565

320914 3年間の事業費 47,239 年度 事業費 事業費 事業費



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑩）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 」 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆

維持

☆☆

―

3,117 事業費 4,271 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

認定者36名
就学援助費

認定者36名
就学援助費

11020 事業費 3,516 事業費 3,516 事業費

学校教育グループ 3,516 3,516 3,516

321003 3年間の事業費 10,548

ローリ

ング前

認定者36名
就学援助費　3,516

認定者36名
就学援助費　3,516

認定者36名
就学援助費　3,516

3,516

事業費 3,516

要保護・準要保護児童

就学援助費

学校教育法第１９条の定めるところにより、経済

的理由によって就学困難と認められる児童の保護

者に対し、必要な援助を行う。

保護者の経済負担軽減

に寄与している。

今後の方向性

個別計画
― ― 事業費 3,516 事業費 3,516

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

認定者36名
就学援助費

決算額

321002 3年間の事業費 1,984

ローリ

ング前

利子助成　686 利子助成　698 利子助成　701

701

597 事業費 701

施策事業Ｎｏ ⑩-３ 認定者４0名
就学援助費

認定者36名
就学援助費

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

事業費

個別計画
― ― ― 事業費 686 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

利子助成 利子助成

決算額 272 事業費 580 継続
入学資金借入金利子等

助成金

大学等へ新たに入学する方が、入学に必要な資金

として借入れた借入金の利子及び信用保証料の一

部を助成することで、教育機会の確保及び充実に

資する。

平成２９年度の新規申

請者は４件だが、進学

時の保護者負担軽減の

ため、引き続き事業を

実施する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

利子助成

学校教育グループ 686 597 701

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

111012 事業費 686 事業費 597

施策事業Ｎｏ ⑩-２ 利子助成　32件 利子助成 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 3 事業費 3321001 3年間の事業費 9 11012 事業費

☆☆

予算の妥当性

3

3 事業費 3 事業費 3

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

3

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 3 3

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑩-１ 『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

『予算は奨学基金預金利子分のみ』
運用金額は　7,890

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 1 継続奨学基金繰出金

本町住民の子弟で、高等学校以上に就学しようと

する者または、在学者のうち経済的理由から就学

が困難な者に学費を貸与し、等しく教育を受ける

機会を提供し、教育の振興を図る。

奨学金の活用により、

大学進学等費用の支援

がなされ、就学者の経

済的負担の軽減につな

がっている。

貸与型から給付型等へ

の制度の見直しが今後

の課題である。

今後の方向性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑩）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

維持

維持

維持

☆☆

予算の妥当性

事業費 717 事業費

11028 事業費 717 事業費 717 事業費321006 3年間の事業費 2,151

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

就学奨励扶助費 就学奨励扶助費

決算額 412 事業費 796 継続
特別支援教育就学奨励

費扶助費（中）

特別支援学級に就学する生徒の保護者の経済的負

担を軽減するため、特別支援学級への就学のため

に必要な援助を行う。

保護者の経済負担軽減

のため、引き続き事業

を実施する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

就学奨励扶助費

学校教育グループ 717 717 717
ローリ

ング前

就学奨励扶助費　717 就学奨励扶助費　717 就学奨励扶助費　717

717

717 事業費 717
個別計画

― ― ―

1,025 1,025

施策事業Ｎｏ ⑩-６ 就学奨励扶助費 就学奨励扶助費 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

事業費 1,025 事業費 1,025321005 3年間の事業費 3,075 11021 事業費

☆☆

予算の妥当性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

就学奨励扶助費 就学奨励扶助費 就学奨励扶助費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 656 事業費 1,197 継続
特別支援教育就学奨励

費扶助費（小）

特別支援学級に就学する児童の保護者の経済的負

担を軽減するため、特別支援学級への就学のため

に必要な援助を行う。

保護者の経済負担軽減

のため、引き続き事業

を実施する。

今後の方向性

1,025

1,025 事業費 1,025 事業費 1,025

就学奨励扶助費　1,025 就学奨励扶助費　1,025 就学奨励扶助費　1,025

1,025

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ

― 事業費 3,232 事業費 3,232

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

認定者32名
就学援助金

施策事業Ｎｏ ⑩-５ 就学奨励扶助費 就学奨励扶助費 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11027 事業費 3,232 事業費 3,232 事業費

学校教育グループ 3,232 3,232 3,232

321004 3年間の事業費 9,696

☆☆

予算の妥当性

決算額 4,224 事業費 4,371 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

認定者32名
就学援助金

認定者32名
就学援助金

要保護・準要保護生徒

就学援助費

学校教育法第１９条の定めるところにより、経済

的理由によって就学困難と認められる生徒の保護

者に対し、必要な援助を行う。

保護者の経済負担軽減

に寄与している。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑩-４ 認定者42名
就学援助金

認定者43名
就学援助金

☆☆

ローリ

ング前

認定者22名
就学援助金　3,232

認定者22名
就学援助金　3,232

認定者22名
就学援助金　3,232

3,232

事業費 3,232
個別計画

― ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑩）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑪）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

事業費 97,123 事業費 90,123321101 3年間の事業費 280,052 11030 事業費

94,742

90,568 事業費 94,742 事業費 94,742

97,036

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 90,568 94,742

『地域間バス除く』
【女満別更新(大型)25,000】

『地域間バス除く』
【東藻琴更新(大型)25,000】

『地域間バス除く』
【東藻琴中型18,000】

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑪-１ 『地域間バス除く』 『地域間バス除く』 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

『地域間バス除く』
【女満別更新(中型)20,898】

『地域間バス除く』
【女満別更新(中型)25,000】

『地域間バス除く』
【東藻琴更新(大型)25,000】

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 70,099 事業費 72,593 継続
スクールバス運行事業

（スクールバス事業）

へき地の遠距離通学児童・生徒の登下校並びに学

校行事等の利用拡大運行を図り教育水準の向上に

資する。

児童・生徒の登下校の

確保に資するため、引

き続き事業を実施す

る。

スクールバスの計画的

な更新が必要となる。

今後の方向性

事業費 2,000 事業費 2,000 事業費

学校教育グループ 2,000 2,000 2,000

321007 3年間の事業費 6,000

ローリ

ング前

高校1,000
大学1,800

高校1,000
大学1,800

高校1,000
大学1,800

2,000

2,000 事業費 2,000
個別計画

― ― ― 事業費 2,000 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高校、大学 高校、大学

決算額 1,500 事業費 2,000 継続
多子世帯高校・大学進

学祝い金支給事業

第３子以降の子への支援。高校進学１０万円、大

学進学３０万円。

多子世帯の経済負担軽

減に寄与している。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

高校、大学

維持

施策事業Ｎｏ ⑩-７ 高校7名、専門学校4名、大学4名 高校、大学 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

☆☆

予算の妥当性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑫）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

２．学校教育の充実　（施策⑫）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

☆☆

事業費 1,078 事業費 1,078321301 3年間の事業費 3,234 11013 事業費

1,078

1,078 事業費 1,078 事業費 1,078

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

1,078

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
総務グループ 1,078 1,078

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑬-１ 修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

修繕料　700
補修用原材料200

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,285 事業費 1,425 継続教員住宅維持管理費

教員住宅の教育財産に係る適正配置及び維持管理

を行い過疎地の学校に勤務する教員の福利厚生の

充実を図る。

適正に管理している。 今後の方向性

事業費 2,856 事業費 2,688321201 3年間の事業費 8,316 11006 事業費

2,688

2,772 事業費 2,856 事業費 2,688

高校通学対策助成金　3,444 高校通学対策助成金　3,612 高校通学対策助成金　３,４４４

2,772

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
学校教育グループ 2,772 2,856

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑫-１ 通学助成 前期24人 後期25人
下宿助成 実績なし

高校通学対策助成金 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

高校通学対策助成金 高校通学対策助成金 高校通学対策助成金

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 1,890 事業費 2,772 継続高校通学対策助成金

大空町外の高等学校へ通学する生徒の通学費が一

部高額となることから、その通学費の一部を補助

することにより、保護者の負担軽減を図る。

高校通学に伴う家計負

担の軽減に寄与してい

る。

今後の方向性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 420 事業費 420

11048 事業費 420 事業費 420 事業費

社会教育グループ 420 420 420

330103 3年間の事業費 1,260

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

ローリ

ング前

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

420

事業費 420

決算額 362 事業費 420 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金

生涯学習推進事業

町民の生涯学習活動の充実と発展のため、生涯学

習奨励員協議会を設置している。町民大学講座及

び大空町検定に引き続き取り組み、事業を実施す

る。

町内の生涯学習機会の

拡充と成人の学習に応

えることができた。今

後は生涯学習の必要性

を町民に感じてもらう

ため、学習意欲を喚起

していく必要がある。

今後の方向性

個別計画 大空町教育計画
〇 ― ―

施策事業Ｎｏ ①-３ 生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金
大空検定マニアッＱ実施／津軽三味線公演

生涯学習奨励員16名
生涯学習奨励員補助金
大空検定マニアッＱ見直し／風呂敷活用術

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11040 事業費 472 事業費 472 事業費

ローリ

ング前

社会教育委員　16名 社会教育委員　16名 社会教育委員　16名

542

472 事業費 472

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

社会教育委員　16名 社会教育委員　16名

社会教育グループ 889 472 472

330102 3年間の事業費 1,833

決算額 527 事業費 889 継続社会教育委員報酬

社会教育・生涯学習の総合的な推進について審議

するため、社会教育法及び町条例に基づき設置。

大空町の社会教育振興

のため、事業計画及び

内容の審議を行ってき

た。今後は中長期計画

の策定に取り組む必要

がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

社会教育委員　16名
社会教育計画策定

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費 889 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 社会教育委員　16名 社会教育委員　16名
社会教育計画策定

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

1,272

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 1,834 1,834

事業費 6,059 事業費 1,280

1,834

330101 3年間の事業費 5,502 11038 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

社会教育関連一般事務費
姉妹都市・友好町文化スポーツ交流300

社会教育関連一般事務費
姉妹都市・友好町文化スポーツ交流300

社会教育関連一般事務費
姉妹都市・友好町文化スポーツ交流300

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,834 事業費 1,834 事業費 1,834

社会教育関連一般事務費 社会教育関連一般事務費
【公用自動車購入4,630】
【公用車夏冬タイヤ100】

社会教育関連一般事務費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 1,550 事業費 1,801 継続社会教育総務事務費

社会教育に関連する一般事務費 社会教育行政事務を進

め、生涯学習推進のた

め、各種学習相談対応

を行ってきた。今後も

継続した取り組みが必

要である。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１ 社会教育関連一般事務費 社会教育関連一般事務費
【公用車更新4,630】
姉妹都市・友好町文化スポーツ交流300

☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円11053 事業費 707 事業費 707 事業費

社会教育グループ 707 707 857

330106 3年間の事業費 2,271

ローリ

ング前

高齢者大学
【高齢者リーダー研修会】

高齢者大学 高齢者大学
【３町交歓会】

807

707 事業費 857

高齢者教育振興事業

高齢者の地域参加や世代間交流と学習活動を推進

するため、高齢者大学を開設する。

高齢者の地域参加や世

代間交流と学習活動を

推進することができ

た。今後は学習ニーズ

を汲み取りながら計画

的な学習を組み立て、

生きがい感を高める学

習事業を実施していく

必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

高齢者大学
【高齢者リーダー研修会】

個別計画 大空町教育計画
〇 ― ― 事業費 707 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高齢者大学 高齢者大学
【３町交歓会】

施策事業Ｎｏ ①-６ 高齢者大学 高齢者大学
【３町交歓会】

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

決算額 496 事業費 807 継続

322 事業費 322 事業費 322

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

322

322 322

事業費 322 事業費 322

町自治会女性部連絡協

議会補助金

女性部会員相互の親睦と連携調整を図り、互いに協力

して明るいまちづくりを推進していくことを目的に女

性の自己啓発及び資質の向上に関する事業、各種研修

会開催等の活動に対して支援する。

女性の自己啓発及び資

質の向上に関する事

業、各種研修会開催に

対して支援することが

できた。今後は、自立

を促していく必要があ

る。

今後の方向性

322

330105 3年間の事業費 966 11052 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

11050 事業費 142 事業費 142 事業費

決算額 322 事業費 322 継続

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ＰＴＡ連合会研修活動支援

施策事業Ｎｏ ①-５ 女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

女性のつどい、友愛セール・フリーマーケッ
ト、女性研修会（2回）

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ＰＴＡ連合会研修活動支援 ＰＴＡ連合会研修活動支援

330104 3年間の事業費 426

ローリ

ング前

ＰＴＡ連合会研修活動支援 ＰＴＡ連合会研修活動支援 ＰＴＡ連合会研修活動支援

142

事業費 142

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

町ＰＴＡ連合会補助金

ＰＴＡ活動の活性化と、児童生徒の健全な育成の

ために補助する。

ＰＴＡ活動の活性化

と、児童生徒の健全な

育成を図ることができ

た。今後は、連合会独

自の研修会等を開催

し、大空町全体のＰＴ

Ａ活動を目指す必要が

ある。

今後の方向性

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費 142 事業費 142

ＰＴＡ連合会研修活動支援 ☆☆

社会教育グループ 142 142 142

決算額 242 事業費 142 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-４ ＰＴＡ連合会研修活動支援
（東部地区研修会当番）

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

進行状況 これまでの効果

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円625

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 619 619

事業費 625 事業費 625

619

330201 3年間の事業費 1,857 11058 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

619 事業費 619 事業費 619

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 498 事業費 619 継続少年教育事業

子どもの積極性や社会性を育むため、体験学習の

機会を提供する。ジュニアセミナー派遣・ボラン

ティアリーダー養成研修会開催中・長期休業中の

補充的学習サポート事業（7日間）

体験活動を通して、両

地区の特性を活かしな

がら子ども達の活動を

行うことができた。今

後は、家庭と地域が一

体となって青少年を取

り巻く環境の変化に対

応していくことが課題

となっている。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ②-１ ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

ジュニアリーダー・ボランティアリーダー参加
青少年顕彰受賞報償

☆☆

11044 事業費 408 事業費 408 事業費

社会教育グループ 396 396 396

330107 3年間の事業費 1,188

ローリ

ング前

成人式費用 成人式費用 成人式費用

408

396 事業費 396

成人式開催費

大空町の成人（満２０歳）を迎える成人が一堂に

集い、町民としての誇りと新成人としての自覚を

深めあうことを目的に挙行する。

町民としての誇りと新

成人としての自覚を深

めあうことができた。

今後は成人年齢が１８

歳に引き下げられたこ

とに伴う対象年齢につ

いて検討が必要であ

る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

成人式費用

個別計画
― ― ― 事業費 396 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

成人式費用 成人式費用

成人式費用（歌旅座） 成人式費用 ☆☆

これまでの効果

決算額 387 事業費 396 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

施策事業Ｎｏ ①-７ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 2,489 事業費 2,489

11135 事業費 2,514 事業費 2,538 事業費

総務グループ 2,489 2,489 2,584

330303 3年間の事業費 7,562

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

伝承館（指定管理施設）

ローリ

ング前

伝承館（指定管理施設） 伝承館（指定管理施設） 伝承館（指定管理施設）

2,584

事業費 2,584

決算額 2,484 事業費 2,489 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

伝承館（指定管理施設） 伝承館（指定管理施設）

伝承館管理費

町民の生活文化の向上と伝承芸術文化の創作活動

を促進し、住民福祉の増進に寄与するため設置さ

れた女満別伝承館の適正な管理運営に努める。

適切に管理することが

できている。今後も引

き続き管理が必要であ

る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ③-３ 伝承館（指定管理施設） 伝承館（指定管理施設） ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11134 事業費 11,973 事業費 11,973 事業費

ローリ

ング前

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

研修会館（指定管理施設）
【展示パネル317】

11,973

12,367 事業費 12,367

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

研修会館（指定管理施設） 研修会館（指定管理施設）

総務グループ 11,938 12,367 12,367

330302 3年間の事業費 36,672

決算額 11,698 事業費 11,364 継続研修会館管理費

町民の学習活動の振興と生活技術の習得など、住民福

祉の増進に寄与するために設置した研修会館につい

て、民間の活力を最大限に発揮して適正でかつ効率の

良い管理運営を実施していく。

指定管理者との連携を

図りながら管理運営を

行っている。今後、立

替等の検討が必要であ

る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

研修会館（指定管理施設）

個別計画
― ― ― 事業費 11,938 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 研修会館（指定管理施設）【第会議室机
428､掲示用パネル293､ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾜｲﾔﾚｽﾏｲ
ｸ339】

研修会館（指定管理施設） ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

612

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
総務グループ 601 601

事業費 612 事業費 612

601

330301 3年間の事業費 1,803 11133 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

601 事業費 601 事業費 601

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 459 事業費 575 継続
社会教育施設一般管理

費

大空町が設置する公の施設の管理を指定管理者に行わせ

ている社会教育施設（女満別研修会館、伝承館、農村環

境改善センター）に係る10万円を超える協議を要し、か

つ町が負担すべき修繕費について予算計上するものであ

る。

社会教育施設の修繕を

適切に行うことができ

た。ＪＲ女満別駅施設

管理報償費、青年館需

用費（燃料・光熱水

費）等計上経費を引き

続き見ていく必要があ

る。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ③-１ 社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

社会教育施設総合一般管理費
【施設管理報酬費60】

☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

11137 事業費 146 事業費 146 事業費

社会教育グループ 164 164 164

330306 3年間の事業費 492

ローリ

ング前

ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費

146

164 事業費 164

ふるさと資料館管理費

施設の維持管理として計上。

開拓資料館として開拓資料の展示を行っている。

資料展示施設としての

整備充実ができなかっ

た。イベントの収納

場・災害設備の保管場

所・開拓資料の展示場

所・スクールバス運転

手の事務所と利用する

課が多様であり、維持

管理の面で課題が残

る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ふるさと館施設管理費

個別計画
― ― ― 事業費 164 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費

施策事業Ｎｏ ③-６ ふるさと館施設管理費 ふるさと館施設管理費 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

決算額 108 事業費 114 継続

10,500 事業費 13,873 事業費 10,500

改善センター（指定管理施設）
【直流電源装置、蓄電池取替3,893】
【非常誘導灯取替748】

改善センター（指定管理施設）
【自動ドア修繕605】

改善センター（指定管理施設）

14,979

☆☆

10,500 13,873

事業費 10,944 事業費 10,339

農村環境改善センター

管理費

町民の文化活動及び集会施設としての充実を図る

ことを目的として、適正で効率のよい管理運営を

図るため、指定管理者による管理運営を行う。

町民の文化活動及び集

会施設としての充実を

図ることができた。施

設が老朽化し修繕が生

じてきている。

今後の方向性

10,500

330305 3年間の事業費 34,873 110619 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

改善センター（指定管理施設） 改善センター（指定管理施設）
【自動ドア修繕605】【耐震調査2,768】

改善センター（指定管理施設）

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

進行状況 これまでの効果

11136 事業費 3,449 事業費 3,449 事業費

決算額 12,080 事業費 13,652 継続

☆☆

予算の妥当性

維持

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

東藻琴生涯学習センタ―管理費

施策事業Ｎｏ ③-５ 【舞台吊物保守点検216､会議用机595､パ
イプ椅子430】

改善センター（指定管理施設）
【イス1,049　外壁補修補修工事1,966
舞台吊物保守点検委託216】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

東藻琴生涯学習センタ―管理費 東藻琴生涯学習センタ―管理費

330304 3年間の事業費 10,611

ローリ

ング前

東藻琴生涯学習センタ―管理費 東藻琴生涯学習センタ―管理費 東藻琴生涯学習センタ―管理費

3,449

事業費 3,537

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

生涯学習センター管理

費

施設の維持管理費として予算計上

２階の一部を東藻琴児童クラブが使用している。

町民の利用に即した施

設の維持・整備を行う

ことができた。複合目

的の施設で、管理体制

を統一する必要があ

る。児童クラブ・子育

て支援の移転により統

一を検討。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 3,537 事業費 3,537

東藻琴生涯学習センタ―管理費 ☆☆

社会教育グループ 3,537 3,537 3,537

決算額 3,087 事業費 3,241 継続

☆☆

予算の妥当性

維持

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ③-４ 東藻琴生涯学習センタ―管理費



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 30 ～ 31

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

30,000

事業費 事業費330309 3年間の事業費 30,000 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

【外壁・屋根改修工事30,000】

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

30,000 事業費 事業費

【外壁・屋根改修工事50,000】

50,000

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

決算額 事業費 ―
生涯学習センター改修

事業

東藻琴生涯学習センターは、平成６年３月に完成

し、２０年が経過しており、外壁及び屋根につい

て改修が必要となっている。

31年度に改修を予定し

ている。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ③-９ ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

―

予算の妥当性

―

11004 事業費 200 事業費 200 事業費

学校教育グループ 200 200 200

330308 3年間の事業費 600

ローリ

ング前

事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分

200

事業費 200事業費 200 事業費 200

事務局費のうち学校開放事業5校分

決算額 149 事業費 200 継続 維持

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分

事務局費（学校開放事

業）

定期的に利用されてい

る状況である。備品等

の点検更新を検討する

必要がある。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

学校教育に支障のない範囲で学校開放を行い、町

民の自主的なスポーツ、学習活動を促進する

施策事業Ｎｏ ③-８ 事務局費のうち学校開放事業5校分 事務局費のうち学校開放事業5校分 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11138 事業費 251 事業費 251 事業費

☆☆

社会教育グループ 277 277 277

330307 3年間の事業費 831

ローリ

ング前

山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費

251

277 事業費 277

山園ふるさとセンター

管理費

旧山園小学校を山園ふるさとセンターとし、開拓

資料の保管施設として利用している。

開拓資料の収蔵を目的

としているが、整理ま

でに至らなかった。今

後の整理の仕方が課題

となっている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

山園ふるさとセンター管理費

個別計画
― ― ― 事業費 277 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費

山園ふるさとセンター管理費 山園ふるさとセンター管理費 ☆☆

これまでの効果

決算額 230 事業費 274 継続

☆☆

予算の妥当性

維持

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

施策事業Ｎｏ ③-７



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 31 ～ 35

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 29 ～ 31

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

予算の妥当性

維持

―

予算の妥当性

―

事業費 4,000 事業費 事業費330312 3年間の事業費

ローリ

ング前

【建物解体工事4,000】 基本設計

事業費事業費 事業費

決算額 2,635 事業費 8,640 完了

社会教育グループ

―

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

山園ふるさとセンター

部分解体事業

旧山園小学校のプール・視聴覚室・山園保育所の

施設の老朽化による解体

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-１２ 【建物解体工事】　プール 【建物解体工事】　保育所・視聴覚室 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

事業費 9,386 事業費 25,769 事業費

☆☆

予算の妥当性

ローリ

ング前

【基本設計9,836】 【実施設計25,769】 【現施設解体工事57,450】

57,450

事業費 57,450

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【現施設解体工事57,450】

社会教育グループ 57,450

330311 3年間の事業費 57,450

決算額 事業費 ―研修会館建替事業

研修会館の建て替えについて検討する。 今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-１１ ―

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

13,058

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
総務グループ 16,231 16,231

事業費 13,058 事業費 13,362

16,231

330310 3年間の事業費 48,693 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

施設の管理運営 施設の管理運営 施設の管理運営

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

16,231 事業費 16,231 事業費 16,231

施設の管理運営 施設の管理運営 施設の管理運営

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 14,615 事業費 16,231 継続
旧豊住小学校運営管理

費

旧豊住小学校の管理・運営に係る経費 管理を委託し、適正に

管理運営している。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ③-１０ 【前庭樹木診断・選定432、浄化槽水中ポン
プ取替317、トイレ改修工事2,528】

【地下タンク油量計取替700、自走式草刈機
購入929】

☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策④）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 33 ～ 34

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

予算の妥当性

―

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

事業費 事業費

事業費 事業費 事業費

社会教育グループ 3,000

330403 3年間の事業費 3,000

【実施設計3,000】

ローリ

ング前

※【実施設計3,000】

3,000

事業費 3,000

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

女満別図書館外壁・屋

根改修事業

女満別図書館の外壁及び屋根の改修を行なう。

平成33年から34年にかけて実施予定

平成33年度から34年度

にかけて図書館の屋根

と外壁の改修をする予

定。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-３ ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11079 事業費 45,842 事業費 49,318 事業費

決算額 事業費

ローリ

ング前

図書館管理運営指定管理
【両地区エアコン設置　女満別3,650　東藻
琴3,650】

図書館管理運営指定管理
【地下タンクライニング1,753､真空式温風暖
房器更新2,058】

図書館管理運営指定管理
【ボイラー取替1,870】
【東藻琴LED照明1,985】

49,363

56,620 事業費 57,334

―

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

図書館管理運営指定管理 図書館管理運営指定管理

社会教育グループ 54,938 56,620 57,334

330402 3年間の事業費 168,892

決算額 45,016 事業費 52,729 継続図書館管理運営費

生涯学習の拠点施設として、個人学習活動への対

応と充実を図り、情報発信と地域活動の拠点を目

指す。

生涯学習の拠点施設と

して、個人学習活動へ

の対応と充実を図り、

情報発信を行うことが

できた。今後は両地区

館の融合を目指す。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

図書館管理運営指定管理
【返却ボックス387】

個別計画
― ― ― 事業費 54,938 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 図書館管理運営指定管理 図書館管理運営指定管理
【両地区エアコン設置　6,027】

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

51

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 51 51

事業費 51 事業費 51

51

330401 3年間の事業費 153 11078 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

51 事業費 51 事業費 51

図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回 図書館運営協議会委員4名　開催2回

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 57 事業費 51 継続
図書館運営協議会委員

報酬

図書館の適正な運営を図るため、年２回の図書館

の諮問機関である図書館運営協議会を開催する。

現任期（平成３０年４月１日～平成３２年３月３

１日）

図書館の諮問機関であ

る図書館運営協議会を

開催し、図書館の適正

な運営を図ることがで

きた。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ④-１ 図書館運営協議会委員4名　開催4回 図書館運営協議会委員4名　開催2回 ☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策⑤）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 地域振興課 事業費

総計CD 千円 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

事業費 1,770 事業費 1,770

11124 事業費 1,770 事業費 1,770 事業費

社会教育グループ 1,770 1,770 1,770

330503 3年間の事業費 5,310

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

稲城市教育交流補助金

ローリ

ング前

稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金

1,770

事業費 1,770

決算額 1,265 事業費 1,705 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

稲城市教育交流補助金 稲城市教育交流補助金

稲城市教育交流補助金

稲城市児童交流実行委員会が実施する町内小学校

５年生児童による姉妹都市稲城市との交流事業

（訪問及び受け入れ）に要する経費の一部を補助

金として交付する。

児童が社会性を養い、

物事の考え方や視野を

広めることができた。

今後とも継続して交流

事業が実施していくこ

とができるかどうか検

討が必要である。

今後の方向性

個別計画
〇 ― ―

施策事業Ｎｏ ⑤-３ 児童交流 35人受入（8/21～23）、27人訪
問（1/10～12）

稲城市教育交流補助金 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

10254 事業費 560 事業費 1,332 事業費

☆☆

予算の妥当性

ローリ

ング前

友好町交流事業 友好町交流事業
氷川町への町民交流

友好町交流事業

560

1,332 事業費 560

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

友好町交流事業
氷川町への町民交流

友好町交流事業

地域振興課 560 1,332 560

330502 3年間の事業費 2,452

決算額 1,225 事業費 1,350 継続氷川町交流事業

熊本県氷川町と友好町提携をしていることに伴

い、遠く離れた北と南での文化や風土の違いを学

び、交流を深めることを目的に事業を展開する。

参加者同士の交流はこ

こ５年間の交流の中で

深まっている。今後は

両町の特産品販売など

を双方の道の駅等でこ

れまで以上に行い、友

好町交流をさらにＰＲ

していく必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

友好町交流事業

個別計画
― ― ― 事業費 560 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ⑤-２ 友好町交流事業
氷川町への町民交流

友好町交流事業
氷川町への町民交流

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

519

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
企画グループ 519 819

事業費 819 事業費 519

519

330501 3年間の事業費 1,857 10253 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

稲城市民祭における交流
特産品交流

稲城市民祭における交流
特産品交流

稲城市民祭における交流
特産品交流

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

519 事業費 819 事業費 519

稲城市民祭における交流519 稲城市民祭における交流519
稲城市との文化交流300

稲城市民祭における交流519

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 449 事業費 599 継続稲城市交流事業

姉妹都市である東京都稲城市と様々な分野におい

て交流を深める。

交流は意義があり、効

果は大きい。今後、さ

らに交流を深め大空町

のＰＲにもつなげてい

きたい。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 稲城市民祭における交流
特産品交流

稲城市民祭における交流
特産品交流

☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策⑤）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

３．生涯学習の推進　（施策⑥）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

予算の妥当性

維持

― ― ― 事業費

ローリ

ング前
企画グループ 200 200

事業費 200 事業費 200

200

330601 3年間の事業費 600 10233 事業費

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

元気づくり応援事業
（国内外研修事業）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業）

元気づくり応援事業
（国内外研修事業）

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

200 事業費 200 事業費 200

200

個別計画

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 事業費 200 継続
元気づくり応援事業

（国内外研修事業）

大空町元気づくり応援事業補助金交付要綱に基づ

き個性豊かで優れた人材の育成を図る。

④国内（外）研修事業：補助対象経費の１/２以内

で５万円(２０万円）を限度

平成29年度に事業運用

の課題を整理し、町民

が自主的・主体的に行

う産業等を活かしたま

ちづくりの活動支援の

内容が整った。元気な

まちづくりを応援する

支援策としてのＰＲが

必要である。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑥-１ 元気づくり応援事業 元気づくり応援事業
（国内外研修事業　200）

☆☆

会計名称

11125 事業費 1,472 事業費 1,472 事業費330504 3年間の事業費 4,416

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金

ローリ

ング前

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ふれあいスタディｉｎ氷川補助金

1,472

事業費 1,472

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

ふれあいスタディｉｎ

氷川補助金

友好町熊本県氷川町との交流促進のために、中学2

年生を対象とした相互交流事業を行う。

ホームスティを通して

相互交流を行う事によ

り、社会性を養い、物

事の考え方や視野を広

めることができた。今

後とも継続して交流事

業が実施していくこと

ができるかどうか検討

が必要である。

今後の方向性

個別計画
〇 ― ― 事業費 1,472 事業費 1,472

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ☆☆

社会教育グループ 1,472 1,472 1,472

一般会計
ローリ

ング後

ふれあいスタディｉｎ氷川補助金 ふれあいスタディｉｎ氷川補助金

決算額 926 事業費 1,472 継続

☆☆

予算の妥当性

維持

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑤-４ 生徒交流13人受入（8/4～6）、10人訪問
（1/5～9）



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 671 事業費 863

11097 事業費 863 事業費 863 事業費

社会教育グループ 671 863 863

340103 3年間の事業費 2,397

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

屋外ゲートボール場管理費

ローリ

ング前

屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費

863

事業費 863

決算額 717 事業費 671 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費

屋外ゲートボール場管

理費

高齢者が健康で生きがいのある生活を営む場とし

て活用しているゲートボール場を適正な管理運営

を行う。

適正に管理している。

今後は、利用者が減少

していることもあり、

管理運営について検討

が必要である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-３ 屋外ゲートボール場管理費 屋外ゲートボール場管理費 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11139 事業費 5,218 事業費 5,218 事業費

ローリ

ング前

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

5,218

6,370 事業費 6,370

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

社会教育グループ 6,309 6,370 6,370

340102 3年間の事業費 19,049

決算額 6,849 事業費 6,020 継続
ゲートボールセンター

管理運営費

指定管理者に委託（平成２２年度より３年間）

町民が安心して健康つくりができる場の提供。

適正に管理している。

今後は立替等の検討が

必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

個別計画
― ― ― 事業費 6,309 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

ゲートボールセンター管理費（指定管理施
設）

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

1,305

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 1,282 1,305

事業費 1,305 事業費 1,305

1,305

340101 3年間の事業費 3,892 11096 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

武道館管理費 武道館管理費 武道館管理費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,282 事業費 1,305 事業費 1,305

武道館管理費 武道館管理費 武道館管理費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 1,243 事業費 1,237 継続武道館管理費

町民の武道の振興と健康増進の場である武道館の

適正な管理運営を行う。

適正に管理している。

今後も引き続き維持管

理を行う必要がある。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１ 武道館管理費 武道館管理費 ☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円11116 事業費 2,933 事業費 2,664 事業費

社会教育グループ 3,234 2,566 2,566

340106 3年間の事業費 8,366

ローリ

ング前

すぱーく東藻琴管理費 すぱーく東藻琴管理費 すぱーく東藻琴管理費

2,664

2,566 事業費 2,566

すぱーく東藻琴管理費

すぱーく東藻琴（屋内ゲートボール場）はゲート

ボール協会・スポーツ少年団・等地域町民が練

習・試合等に利用し住民の交流の場所ともなって

いる。

雨天、夜間、冬期間を

老若問わずスポーツに

を行うことができた。

施設の老朽化により修

繕等の維持管理経費が

必要となる。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

すぱーく東藻琴管理費
【屋外コート暗渠排水工事668】

個別計画
― ― ― 事業費 3,234 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

すぱーく東藻琴管理費 すぱーく東藻琴管理費

施策事業Ｎｏ ①-６ すぱーく東藻琴管理費 すぱーく東藻琴管理費
【暖房機更新1,335】

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

決算額 3,790 事業費 3,856 継続

38 事業費 61 事業費 61

艇庫管理費 艇庫管理費 艇庫管理費

61

38 61

事業費 61 事業費 61

艇庫管理費

網走湖を活用した、マリンスポーツの振興を目的

とし、マリンスポーツを通じて体力増進・健全育

成を図るための艇庫の管理運営を行う。

適正に管理している。

今後も管理が必要であ

る。

今後の方向性

61

340105 3年間の事業費 160 11098 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

艇庫管理費 艇庫管理費 艇庫管理費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

11140 事業費 45,105 事業費 37,105 事業費

決算額 26 事業費 28 継続

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

指定管理施設
【女満別LED化1,800】

施策事業Ｎｏ ①-５ 艇庫管理費 艇庫管理費 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

指定管理施設【東藻琴プール上屋修繕
8,586、アリーナ床ウレタンワックス、バレー
ボール支柱】

Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費（指定管理施設）
【東藻琴LED化800、暖房修繕5,500】

340104 3年間の事業費 123,378

ローリ

ング前

指定管理施設【東藻琴ＬＥＤ化1,764､女満
別バレーボール支柱800】

Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費（指定管理施設） Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費（指定管理施設）

35,305

事業費 37,101

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

Ｂ＆Ｇ海洋センター管

理運営費

町民が安心してスポーツに親しめる施設の運営を

図る。施設の有効的な活用を促進するため、施設

の改修・修繕及び備品の購入を行う。

定期的な利用もあり、

ニーズは高い。今後は

計画的に修繕しながら

管理する必要がある。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 44,815 事業費 41,462

指定管理施設 ☆☆

社会教育グループ 44,815 41,462 37,101

決算額 35,582 事業費 35,889 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-４ 指定管理施設【子供用保護マット200】 ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

進行状況 これまでの効果

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

20,554 20,485

事業費 24,892 事業費 24,886

20,533

340109 3年間の事業費 61,572 11095 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

施設管理費
野球場、多目的広場、テニスコート

施設管理費
野球場、多目的広場、テニスコート

施設管理費
野球場、多目的広場、テニスコート

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

20,554 事業費 20,485 事業費 20,533

施設管理費 施設管理費 施設管理費

27,278

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

決算額 9,000 事業費 13,024 継続体育施設一般管理費

町民のスポーツ普及振興を図る場の提供を行うた

めの、適正な管理運営を行う。

女満別野球場がオープ

ンし、今後利用者が増

加すると思われるた

め、利用しやすい管理

運営を行う。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-９ 施設管理費
野球場、多目的広場、テニスコート

施設管理費
野球場、多目的広場、テニスコート

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11119 事業費 1,954 事業費 1,954 事業費

社会教育グループ 1,667 6,667 1,667

340108 3年間の事業費 10,001

ローリ

ング前

多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費

1,954

事業費 1,667事業費 1,667 事業費 6,667

多目的運動広場管理費

決算額 1,561 事業費 2,377 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費
【照明受変電設備改修工事　5,000】

多目的運動広場管理費

多目的運動広場は、パークゴルフをはじめ、ソフ

トボール・マラソン大会等多種わたり練習大会等

が行われ、地域住民の練習及び体力つくりに利用

されている施設である。

各種スポーツに誰でも

が楽しみながら健康促

進のできる施設として

利用いただけた。今後

はより多くの愛好者に

利用してもらえるよう

備品等を整備していく

必要がある。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-８ 多目的運動広場管理費 多目的運動広場管理費
【照明改修工事646】

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11117 事業費 1,544 事業費 1,544 事業費

社会教育グループ 1,509 1,309 1,309

340107 3年間の事業費 4,127

ローリ

ング前

スキー場管理費 スキー場管理費
【圧雪車更新 2,000】

スキー場管理費

1,544

1,309 事業費 1,309

スキー場管理費

東藻琴スキー場は、小学校・高等学校のスキー授

業に利用され又スキー協会主催のスキ教室が行わ

れ住民が参加してスキーの練習などに利用してい

る。

学校授業及び住民がス

キーを通して健康促進

を図ることができた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

スキー場管理費
整備委託200

個別計画
― ― ― 事業費 1,509 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

スキー場管理費 スキー場管理費

スキー場管理費 スキー場管理費 ☆☆

これまでの効果

決算額 1,218 事業費 1,305 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

施策事業Ｎｏ ①-７ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 30

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 29

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 37 ～

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 事業費 事業費340112 3年間の事業費

ローリ

ング前

事業費事業費 事業費

決算額 事業費 ―

社会教育グループ

―

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

運動公園テニスコート

整備事業

利用団体より、天然芝にコケ等がひどく、天然芝

の維持管理対応の要望があるため。

平成37年から工事施工予定

経年劣化により改修が

必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-１２ ―

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

事業費 事業費 事業費

―

予算の妥当性

ローリ

ング前

事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

社会教育グループ

340111 3年間の事業費

決算額 199,397 事業費 完了野球場整備事業

町民のスポーツ振興と体力の向上を図るため、女

満別運動公園野球場の改修工事を行う。

女満別運動公園の野球

場が完成し、オープン

記念事業も開催され

た。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

個別計画
大空町都市公園長寿命

化計画

― ― ― 事業費 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-１１ 【野球場整備工事199,397】
客席盛土･植栽､スコアボード､照明

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

550

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 448 411

事業費 550 事業費 550

411

340110 3年間の事業費 1,270 46244 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

東藻琴相撲場管理費
【ガス給湯器取替108】

東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

448 事業費 411 事業費 411

東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費 東藻琴相撲場管理費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 1,353 事業費 302 継続東藻琴相撲場管理費

町民のスポーツ振興と体力の向上を目的として、

相撲場の適正な維持管理に努める。

相撲場として、スポー

ツ少年団や合宿等で利

用があった。併設の部

屋について老朽化が進

んでいるため修繕をし

ながら活用をしていく

必要がある。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１０ 東藻琴相撲場管理費【産業廃棄物処理
989】

東藻琴相撲場管理費 ☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

―



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 140 事業費 140

11087 事業費 140 事業費 140 事業費

社会教育グループ 140 140 140

340203 3年間の事業費 420

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

町民スポーツ教室

ローリ

ング前

町民スポーツ教室 町民スポーツ教室 町民スポーツ教室

140

事業費 140

決算額 80 事業費 140 継続

会計名称 国保会計
ローリ

ング後

町民スポーツ教室 町民スポーツ教室

スポーツ教室開催事業

より多くの町民が参加しスポーツ人口の底辺を広

げることを目的に、両地区においてスポーツ教室

を実施。

スポーツ人口の拡充を

図るため各種教室等を

実施する。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ②-３ 町民スポーツ教室
（ゴルフ、少年少女スキー教室）

町民スポーツ教室
（少年少女スキー教室）

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11086 事業費 1,429 事業費 1,429 事業費

ローリ

ング前

スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費

1,429

1,437 事業費 1,437

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費

社会教育グループ 1,437 1,437 1,437

340202 3年間の事業費 4,311

決算額 997 事業費 1,437 継続スポーツ推進委員報酬

スポーツ振興法・大空町スポーツ推進委員規則に

基づき委嘱している委員報酬及び研修経費

自主的な研修を実施す

るなど、自主性があ

る。さらに知識の高揚

を図っていく。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

スポーツ推進委員会関連費

個別計画
― ― ― 事業費 1,437 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ スポーツ推進委員会関連費 スポーツ推進委員会関連費 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

348

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 166 166

事業費 198 事業費 198

166

340201 3年間の事業費 498 11085 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

166 事業費 166 事業費 166

社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 338 事業費 166 継続社会体育事務費

町民の健康づくりを積極的に振興するために、知

識・実技指導技術の向上、スポーツ活動の促進を

図る。

スポーツ活動の促進を

図っている。今後も継

続的に振興を図る。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ②-１ 社会体育における一般事務費 社会体育における一般事務費 ☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円11092 事業費 700 事業費 700 事業費

社会教育グループ 700 700 700

340206 3年間の事業費 2,100

ローリ

ング前

大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金

700

700 事業費 700

ジェットラインさわやか

マラソン大会実行委員会

交付金

町民が一堂に会し、スポーツを通じて町民の健康

増進を図るとともに、親子のふれあいと親睦を図

る。

町民のスポーツの場の

提供ができている。今

後も継続して開催。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

大会実行委員会交付金

個別計画
― ― ― 事業費 700 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

大会実行委員会交付金 大会実行委員会交付金

施策事業Ｎｏ ②-６ 大会実行委員会交付金
10/1開催 参加者367人

大会実行委員会交付金
356人

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

決算額 700 事業費 700 継続

1,374 事業費 1,374 事業費 1,374

体育協会補助金 体育協会補助金 体育協会補助金

1,374

1,374 1,374

事業費 1,374 事業費 1,374

体育協会補助金

大空町体育協会の活性化を図り、町民のスポーツ

振興を目的とする。

協会の活性化を図るこ

とで、単位団体のス

ポーツ振興が図れてい

る。今後も継続してい

く。

今後の方向性

1,374

340205 3年間の事業費 4,122 11090 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

体育協会補助金
24団体

体育協会補助金
24団体

体育協会補助金
24団体

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

進行状況 これまでの効果

11088 事業費 380 事業費 380 事業費

決算額 1,374 事業費 1,374 継続

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

町民スポーツ大会関連費用

施策事業Ｎｏ ②-５ 体育協会補助金
24団体

体育協会補助金
24団体

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

町民スポーツ大会関連費用
女小体育館バレーボール支柱カバー368

町民スポーツ大会関連費用

340204 3年間の事業費 1,361

ローリ

ング前

町民スポーツ大会関連費用 町民スポーツ大会関連費用 町民スポーツ大会関連費用

380

事業費 331

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

スポーツ活動振興事業

各町民スポーツ大会等を通じ、町民の健康・体力

づくりの意識高揚を図る。

町民の健康増進のため

各種スポーツ大会を開

催。今後も継続して大

会を開催。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 699 事業費 331

町民スポーツ大会関連費用
北海道野球大会運営補助200

☆☆

社会教育グループ 699 331 331

決算額 224 事業費 530 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-４ 町民スポーツ大会関連費用（町民ソフトボー
ル、町民ミニバレー、町民300歳交歓バレー
ボール、スポーツ縁日)

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 30

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 事業費 事業費340208 3年間の事業費

ローリ

ング前

事業費事業費 事業費

決算額 事業費 1,508 完了 ―

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

野球場オープン記念事

業

女満別野球場のリニューアルオープンを記念し、

各カテゴリーの交流試合等を開催。

【硬式】高校野球

【軟式】一般全道大会

高校親睦交流試合を開

催。関東より帝京高校

を招き地域の競技力向

上と施設のＰＲができ

た。

軟式野球全道大会も同

様にＰＲの場となっ

た。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-８ 実行委員会補助金他 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11093 事業費 1,000 事業費 1,000 事業費

社会教育グループ 1,640 1,640 1,200

340207 3年間の事業費 4,480

ローリ

ング前

実行委員会交付金 実行委員会交付金 実行委員会交付金

1,000

1,640 事業費 1,200

もこと山ふきおろしマラ

ソン大会実行委員会交付

金

大空町民及び町外のマラソン愛好者を対象に開催

し、マラソンを通じたスポーツの振興と大空町を

全道・全国にアピールすることを目的とする。

町内外のマラソン愛好

者に北海道内でのしめ

くくり大会として長年

親しまれている。今後

は、商工観光とも連携

し、町のＰＲ等もより

積極的に行なっていく

必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

実行委員会交付金

個別計画
― ― ― 事業費 1,640 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

実行委員会交付金 実行委員会交付金

実行委員会交付金
10/29開催 参加者682人

実行委員会交付金 ☆☆

これまでの効果

決算額 1,640 事業費 1,640 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

施策事業Ｎｏ ②-７ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 100 事業費 100

11142 事業費 100 事業費 100 事業費

社会教育グループ 100 100 100

340303 3年間の事業費 300

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

海洋クラブ補助金
海洋性スポーツを中心に活動
小学生対象

ローリ

ング前

海洋クラブ補助金 海洋クラブ補助金 海洋クラブ補助金

100

事業費 100

決算額 100 事業費 100 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

海洋クラブ補助金
海洋性スポーツを中心に活動
小学生対象

海洋クラブ補助金
海洋性スポーツを中心に活動
小学生対象

海洋クラブ活動補助金

海洋性スポーツや陸上スポーツを通じて豊かな人

間形成と体力向上を図るとともに、海事の理解を

深める。

海洋性スポーツを通

じ、少年少女の経験値

や体力の向上が図れて

いる。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ③-３ 海洋クラブ補助金
海洋性スポーツを中心に活動
小学生対象

海洋クラブ補助金
海洋性スポーツを中心に活動
小学生対象

☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11094 事業費 800 事業費 800 事業費

ローリ

ング前

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

800

800 事業費 800

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

社会教育グループ 800 800 800

340302 3年間の事業費 2,400

決算額 1,351 事業費 800 継続体育振興補助金

文化、芸能、スポーツ大会参加助成に関する規程

町民が本町を代表して競技会等に参加する場合の

経費の一部を助成する。

本町を代表し、全道・

全国大会に出場するこ

とで、競技力の向上・

大空町のＰＲにもつな

がっている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

個別計画
〇 ― ― 事業費 800 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

補助率　在学生少年2/3　一般1/3
1人当たり限度額　全道20　全国50
指導者資格講習参加も対象

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

883

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 883 883

事業費 883 事業費 883

883

340301 3年間の事業費 2,649 11091 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

883 事業費 883 事業費 883

スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金 スポーツ少年団活動補助金

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 883 事業費 883 継続
スポーツ少年団活動補

助金

大空町スポーツ少年団の活性化を図りながら、ス

ポーツの振興及び子どもの体力向上を図る。

少年少女のスポーツ振

興が図れた。今後も継

続してスポーツの振興

及び大量向上を図る。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ③-１ スポーツ少年団活動補助金
12団体

スポーツ少年団活動補助金
12団体

☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

４．生涯スポーツの振興　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

200 事業費 200 事業費 200

ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助

200

200 200

事業費 200 事業費 200

ウインタースポーツ実

行委員会補助金

スポーツを通じた親子のふれ合いと、健全な子供

たちの育成を目的として「ウインタースポーツ実

行委員会」に対し、事業費の一部を助成し、更な

るウインタースポーツの振興に寄与する。

地域の特性を活かした

スケートリンクを造成

し、スケート教室を実

施。健全な子供たちの

育成が図れている。

今後の方向性

200

340305 3年間の事業費 600 111134 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助 ウインタースポーツ実行委員会補助

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ

進行状況 これまでの効果

11147 事業費 100 事業費 100 事業費

決算額 200 事業費 200 継続

予算の妥当性

維持

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

総合型地域スポーツクラブ支援補助

施策事業Ｎｏ ③-５ ウインタースポーツ実行委員会補助
スケートリンク造成、管理、スケート教室開催

ウインタースポーツ実行委員会補助 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

総合型地域スポーツクラブ支援補助 総合型地域スポーツクラブ支援補助

340304 3年間の事業費 300

ローリ

ング前

総合型地域スポーツクラブ支援補助 総合型地域スポーツクラブ支援補助 総合型地域スポーツクラブ支援補助

100

事業費 100

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

総合型地域スポーツクラ

ブ支援事業補助金

大空町における総合型地域スポーツクラブの活動

支援のための補助金。

地域のスポーツ振興が

図れている。今後も継

続して支援が必要であ

る。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 100 事業費 100

総合型地域スポーツクラブ支援補助
バドミントン、卓球、剣道

☆☆

社会教育グループ 100 100 100

決算額 100 事業費 100 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ③-４ 総合型地域スポーツクラブ支援補助 ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

５．青少年の健全育成　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 441 事業費 441

11066 事業費 441 事業費 441 事業費

社会教育グループ 441 441 441

350103 3年間の事業費 1,323

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

青少年健全育成指導員12名

ローリ

ング前

青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名

441

事業費 441

決算額 245 事業費 441 継続

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名

青少年健全育成指導員

報酬

青少年健全育成のための情報収集、意見交換、各

学校の児童・生徒指導担当教諭・ＰＴＡ校外指導

員や関係機関と連携を図りながら地域での巡視を

実施する。

青少年の健全育成を図

るとともに、非行防止

と指導を行うことがで

きた。今後は地域特性

を考慮した、効果的な

活動を行うことが必要

である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-３ 青少年健全育成指導員12名 青少年健全育成指導員12名 ☆☆

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

11039 事業費 34,758 事業費 34,758 事業費

ローリ

ング前

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

芸術鑑賞1402、指導者養成979、青少年
健全育成634、文化会館管理17,242、法人
運営14,501

34,758

34,758 事業費 34,758

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

芸術鑑賞、指導者養成、青少年健全育成、
文化会館管理、法人運営

芸術鑑賞、指導者養成、青少年健全育成、
文化会館管理、法人運営

社会教育グループ 34,758 34,758 34,758

350102 3年間の事業費 104,274

決算額 45,068 事業費 45,122 継続青少年育成協会補助金

大空町青少年育成協会が実施する青少年の健全育

成及び文化の振興等に資する業務に係る経費を補

助する。

青少年の健全育成を目

的に各種学習講座の開

催、文化会館の管理運

営、芸術文化の普及な

どのほか、社会教育関

係機関・団体と連携事

業を実施している。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

芸術鑑賞、指導者養成、青少年健全育成、
文化会館管理、法人運営

個別計画
― ― ― 事業費 34,758 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 芸術鑑賞、指導者養成、青少年健全育成、
文化会館管理、法人運営

芸術鑑賞、指導者養成、青少年健全育成、
文化会館管理、法人運営

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

78

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 162 162

事業費 78 事業費 78

162

350101 3年間の事業費 486 10372 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

162 事業費 162 事業費 162

青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 44 事業費 78 継続
青少年問題協議会委員

報酬

青少年の指導、育成、保護、矯正に関する総合的な施策

の確立に必要な審議等の会議を開催する。

大空町青少年問題協議会委員１６人、任期：平成30年4

月1日～平成32年3月31日、青少年問題協議会会議　年１

回

青少年の不良化の抑止

と心身の健全な育成に

役立っている。実態に

即した取り組みが必

要。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１ 青少年問題協議会　16人 青少年問題協議会　16人 ☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

５．青少年の健全育成　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

会計名称

11067 事業費 19 事業費 19 事業費350104 3年間の事業費 57

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

消耗品・負担金

ローリ

ング前

消耗品・負担金 消耗品・負担金 消耗品・負担金

19

事業費 19

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

青少年健全育成事務費

青少年健全育成指導員設置条例に基づき指導員１２人以

内を任命し、青少年の健全育成のため情報収集、意見交

換を実施する。各学校の生徒指導・ＰＴＡ校外指導委員

や関係機関と連携を図りながら地域での巡回を実施す

る。

青少年健全育成指導員

及び町内での補導・指

導活動を促進すること

ができた。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 19 事業費 19

消耗品・負担金 ☆☆

社会教育グループ 19 19 19

一般会計
ローリ

ング後

消耗品・負担金 消耗品・負担金

決算額 16 事業費 19 継続

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-４ 消耗品・負担金 ☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

５．青少年の健全育成　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

11062 事業費 1,394 事業費 1,394 事業費

ローリ

ング前

運営委員会報償費 運営委員会報償費 運営委員会報償費

1,394

1,385 事業費 1,385

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

運営委員会報償費 運営委員会報償費

社会教育グループ 1,385 1,385 1,385

350202 3年間の事業費 4,155

決算額 1,130 事業費 1,385 継続
子ども放課後週末活動

支援事業

「放課後子ども教室推進事業」を創設し、放課後や週

末等に児童館等を利用して、地域の方と、子どもたち

と共に勉強やスポーツ文化活動、地域住民との交流活

動等の取り組みを実施する。

子どもたちが地域社会

の中で、心豊かで健や

かに育まれる環境作り

を推進することができ

た。今後も子どもたち

の安全・安心な活動拠

点（居場所）づくりを

行っていく。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

運営委員会報償費

個別計画
― ― 〇 事業費 1,385 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ 運営委員会報償費 運営委員会報償費 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

314

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 314 314

事業費 314 事業費 314

314

350201 3年間の事業費 942 11061 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

314 事業費 314 事業費 314

子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助 子ども会育成連絡協議会補助

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 305 事業費 364 継続
子ども会育成連絡協議

会補助金

子どもや親子による地域活動と子どもの健全育成

を奨励・支援するため、子ども会育成連絡協議会

に補助する。

子どもや大人による地

域活動と子どもの健全

育成を奨励・支援する

ことができた。今後は

少子化による組織の在

り方について検討して

いく必要がある。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ②-１ 子ども会育成連絡協議会補助
（育成者研修会）

子ども会育成連絡協議会補助
（会員のつどい）

☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

５．青少年の健全育成　（施策③）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

５．青少年の健全育成　（施策④）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持

541

個別計画
〇 ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 534 534

事業費 541 事業費 541

534

350401 3年間の事業費 1,602 11056 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

534 事業費 534 事業費 534

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 422 事業費 534 継続青年教育振興事業

青年期における主体的な学習活動を支援するととも

に､リーダー養成を図りながら当該団体を中心とした

青年層のまちづくりへの参画を促進する必要があるこ

とから､補助金を交付するものである。

地域青年の使命を果た

すために必要な諸問題

解決にあたるととも

に、郷土の発展のため

に関係団体との連絡調

整を図ることができ

た。今後は、会員の加

入促進が必要である。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ④-１ 青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

青年団体協議会補助
青年団体連携会議補助金

☆☆

2,604

個別計画
― ― 〇 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 2,846 2,846

事業費 2,604 事業費 2,604

2,846

350301 3年間の事業費 8,538 11043 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

2,846 事業費 2,846 事業費 2,846

【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 2,286 事業費 2,843 継続
子育て支援ネットワー

ク充実事業

子育てに対する保護者への学習機会の情報提供等、子育てを支

援するため家庭教育開催するとともに、放課後子ども教室にお

ける参加の呼びかけ、学校や関係機関・団体等との連絡調整、

更に活動プログラムの企画等を行う社会教育コーディネーター

を配置して事業の推進を図る。

放課後子ども教室への

参加呼びかけ、学校や

関係機関等との連絡調

整、地域の協力者の確

保、活動プログラムの

企画等を行えた。今後

は子育てに対する保護

者への学習機会及び情

報の提供を図っていく

必要がある。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ③-１ 【社会教育コーディネーター　1名】 【社会教育コーディネーター　1名】 ☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

６．地域文化の継承と創造　（施策①）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 30

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 総務課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円111040 事業費 100 事業費 100 事業費

ローリ

ング前

郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金

100

100 事業費 100

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金

社会教育グループ 100 100 100

360102 3年間の事業費 300

決算額 44 事業費 100 継続
郷土歴史文化保勝会補

助金

郷土の自然及び郷土史の調査研究と先住民族の遺

跡の保存・保護及び郷土資料の収集等

を行うための活動を実施する。

郷土資料の収集等を行

うための活動を実施す

ることがあまりできな

かった。今後は郷土資

料の展示に関するアド

バイスをいただく等、

町の郷土資料の活用方

法について審議してい

く。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

郷土歴史文化保勝会補助金

個別計画 大空町教育計画
― ― ― 事業費 100 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 郷土歴史文化保勝会補助金 郷土歴史文化保勝会補助金 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
企画グループ

事業費 事業費360101 3年間の事業費 10281 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後
笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 事業費

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 10,638 事業費 完了町史編纂事業

女満別町と東藻琴村が平成18年に合併した経緯を

中心に大空町の歴史を町史としてにまとめる。

平成29年度に完成済。

編纂資料の保管場所・

方法について検討が必

要。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ①-１ 町史編纂委員8名
【嘱託職員1名】
編纂事業１年延長により２９年度完了

☆☆ ☆☆

予算の妥当性

―

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

６．地域文化の継承と創造　（施策②）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円111008 事業費 51 事業費 51 事業費

ローリ

ング前

委員報酬 委員報酬 委員報酬

51

51 事業費 51

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

委員報酬 委員報酬

社会教育グループ 51 51 51

360202 3年間の事業費 153

決算額 23 事業費 51 継続
文化財保護審議会委員

報酬

大空町内に所在する文化財の保存及び活用につい

て、大空町文化財保護条例の規定に基づき審議す

る。

文化財の保存及び活用

について、審議するこ

とができた。今後も引

き続き審議を行ってい

く。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

委員報酬

個別計画
― ― ― 事業費 51 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ 委員報酬 委員報酬 ☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

679

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 944 2,944

事業費 1,679 事業費 643

944

360201 3年間の事業費 4,832 11075 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等
【女満別湿生植物群落調査委託2,000】

指定古木管理報償費等

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

944 事業費 2,944 事業費 944

指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等
【女満別湿生植物群落調査委託1,000】

指定古木管理報償費等

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 572 事業費 944 継続文化財管理費

郷土の文化財の保全と児童・生徒及び町民の学習活動

を支援するために、調査及び資料収集・整理・保管を

行う。町民が町の歴史を考える機会として、記念碑の

建立、文集の作成、文化財の指定を進める。

文化財の適正な管理・

保全を図ることができ

た。未整理遺物の整理

及び活用が課題となっ

ている。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ②-１ 指定古木管理報償費等 指定古木管理報償費等 ☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

６．地域文化の継承と創造　（施策④）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

11112 事業費 849 事業費 1,209 事業費

ローリ

ング前

文化会館借上げ等 文化会館借上げ等 文化会館借上げ

1,209

1,223 事業費 1,223

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

文化会館借上げ等 文化会館借上げ

社会教育グループ 849 1,223 1,223

360402 3年間の事業費 3,295

決算額 1,142 事業費 1,211 改善芸術文化振興事業

芸術文化の振興を目的とし、芸術文化活動の機会を提供

する。文化的な創作活動に触れる機会を町民に提供する

ための文化講座を実施。また、文化団体・教育委員会が

共催で実施している、町民文化祭を支援し、町民の文化

活動の推進を図る。

町民文化祭を積極的に

支援し、町民の文化活

動の推進を図ることが

できた。今後はより多

くの町民が参加できる

環境の整備と両地区一

帯となった発表の場の

設定が必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

文化会館借上げ等

個別計画
― ― ― 事業費 849 事業費

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 文化会館借上げ等
舞台、コンサート等開催

文化会館借上げ等
JAZZコンサート、舞台等

☆☆

これまでの効果事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況

450

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 450 450

事業費 450 事業費 450

500

360401 3年間の事業費 1,400 11071 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金
道民芸能祭当番

笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

450 事業費 450 事業費 500

文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金 文化団体協議会補助金
道民芸能祭当番

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 2,450 事業費 450 継続文化団体協議会補助金

大空町文化団体相互の連絡協調を図り、大空町の

文化振興を推進する「大空町文化団体協議会」へ

の助成事業。

大空町の文化の振興を

図ることできた。両団

体とも会員の高齢化が

進み、新規加入者及び

文化活動を行う町民の

確保が課題となってい

る。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ④-１ 文化団体協議会補助金
稲城市ミュージカル2,000

文化団体協議会補助金 ☆☆ ☆☆

予算の妥当性

維持

☆☆



基本目標　第３章　いきがい はぐくむ 学びのまちづくり

６．地域文化の継承と創造　（施策⑥）

（平成 29 年度） （平成 30 年度）

千円 千円

年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度

事業期間 28 ～ 37

千円 千円 千円

実施年度 31 年度 32 年度 33 年度

所管課 生涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

予算の妥当性

維持

11,515

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ

ング前
社会教育グループ 10,382 10,382

事業費 11,515 事業費 11,515

10,382

360601 3年間の事業費 31,146 11051 事業費

会計名称 一般会計
ローリ

ング後

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上・法務

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上・法務

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上・法務笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

10,382 事業費 10,382 事業費 10,382

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上

教育文化合宿補助金
合宿見込み　バスケ・合唱・相撲・柔道・陸
上

事　　業　　名
事　業　概　要（３年間の概要）

これまでの成果と

今後の課題

前年度決算 本年度予算 進行状況 これまでの効果

決算額 12,084 事業費 10,382 継続教育文化合宿補助金

質の高い教育文化団体等を本町に誘致し、地域の

教育・文化交流の向上を図りながら、地域の活性

化を目的として合宿誘致事業を支援する。

地域の活性化・交流人

口の拡大・地域競技力

の向上が図れた。

今後の方向性

施策事業Ｎｏ ⑥-１ 教育文化合宿補助金
バスケ・合唱・相撲・柔道・陸上

教育文化合宿補助金
バスケ・合唱・相撲・柔道・陸上・法務

☆☆
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